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久
し
ぶ
り
に
図
書

館
を
訪
ね
た
。〝
六

甲
の
地
理
〞
と
い
う

本
が
目
に
付
い
た
の

で
手
に
取
っ
た
。
六

甲
山
は
地
震
に
よ
り
高
く
な
っ
た

山
で
周
辺
は
断
層
の
巣
で
あ
り
、

多
く
が
活
断
層
で
あ
る
と
記
載
さ

れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
神
戸
市
民

な
ら
馴
染
み
の
地
名
の
付
い
た
、

渦
が
森
断
層
、
諏
訪
山
断
層
、
五

助
谷
断
層
、
布
引
断
層
な
ど
。
ご

丁
寧
に
そ
れ
ぞ
れ
に
活
断
層
の
注

意
書
き
。
発
行
年
月
日
を
見
る
と

１
９
８
７
年
で
あ
っ
た
。
も
し
当

時
こ
の
本
を
読
ん
だ
と
し
て
、
８

年
後
の
未
曾
有
の
阪
神
・
淡
路
大

震
災
を
想
定
で
き
た
で
あ
ろ
う

か
？
▼
当
時
は
関
西
に
地
震
は
起

こ
ら
な
い
と
い
う
根
拠
の
な
い
思

い
込
み
が
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
県

下
で
も
円
山
川
水
害
な
ど
が
起
こ

っ
て
い
る
が
、
と
り
わ
け
神
戸
は

多
く
、
昭
和
13
年
（
住
吉
川
、
有

馬
口
な
ど
に
幾
多
の
水
難
の
碑
が

あ
る
）
を
筆
頭
に
幾
度
と
な
く
。

ま
た
第
二
次
世
界
大
戦
時
の
大
空

襲
に
よ
る
壊
滅
的
な
被
害
も
あ
っ

た
。
一
都
市
で
こ
れ
だ
け
の
ダ
メ

ー
ジ
を
短
期
間
に
受
け
る
こ
と
は

そ
う
多
く
な
い
と
思
う
。
こ
の
こ

と
は
財
産
的
損
失
を
含
め
、
そ
の

街
の
文
化
や
活
性
に
大
き
な
影
響

が
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な

い
▼
隣
の
京
都
を
見
る
と
、
何
百

年
と
大
地
震
や
大
火
が
な
い
し
、

空
襲
も
受
け
な
か
っ
た
。
そ
の
た

め
か
重
層
な
文
化
を
育
み
、
豊
富

な
財
力
で
新
し
い
産
業
を
創
造
し

て
い
る
▼
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を

機
に
「
被
災
者
生
活
再
建
支
援

法
」
が
誕
生
し
約
20
年
。
し
か
し

東
日
本
大
震
災
の
年
２
０
１
１
年

に
予
定
さ
れ
て
い
た
改
正
は
実
現

さ
れ
ぬ
ま
ま
で
あ
る
。
被
災
者
に

は
何
も
瑕
疵
は
な
い
。
大
災
害
に

よ
る
個
人
、
地
域
の
格
差
を
な
く

す
た
め
に
、
同
法
充
実
へ
の
運
動

に
取
り
組
み
た
い
。 

（
蓮
）
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集
会
で
は
「
保
険
で
良
い
歯
科

医
療
を
」
全
国
連
絡
会
の
雨
松
真

希
人
会
長
（「
保
険
で
よ
り
良
い

歯
科
医
療
を
」
兵
庫
連
絡
会
世
話

人
）
が
基
調
報
告
。「
18
年
度
診

療
報
酬
改
定
で
は
、
歯
科
の
改
定

率
は
＋
０
・
69
％
に
と
ど
ま
っ
て

お
り
、
歯
科
医
療
機
関
の
厳
し
い

経
営
状
況
を
打
開
す
る
に
は
程
遠

い
」「
本
日
の
集
会
を
、
歯
科
医

療
の
正
当
な
評
価
を
求
め
る
全
国

的
規
模
の
大
運
動
の
第
一
歩
と
位

置
づ
け
、
奮
闘
し
て
い
こ
う
」
と

訴
え
た
。
集
会
の
最
後
に
は
、

「
歯
科
医
療
の
必
要
な
予
算
確

保
」「
歯
科
診
療
報
酬
の
大
幅
引

き
上
げ
」「
保
険
の
き
く
範
囲
の

拡
大
」「
患
者
窓
口
負
担
の
軽

減
」
を
求
め
る
ア
ピ
ー
ル
が
採
択

さ
れ
た
。

　

請
願
署
名
の
紹
介
議
員
引
き
受

け
を
求
め
る
要
請
で
は
、「
経
済

格
差
に
よ
っ
て
口
腔
内
環
境
が
左

右
さ
れ
健
康
悪
化
に
つ
な
が
る
こ

と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」（
桜

井
）、「
趣
旨
は
十
分
理
解
し
て
い

る
の
で
、
厚
労
省
に
一
緒
に
出
向

い
て
話
を
し
て
い
く
こ
と
が
大

事
」（
大
門
）、「
私
も
歯
科
治
療

中
で
、
趣
旨
は
よ
く
分
か
る
。
請

願
に
つ
い
て
は
党
本
部
で
検
討
し

た
い
」（
片
山
）、「
趣
旨
は
理
解

し
、
歯
科
医
療
が
置
か
れ
て
い
る

厳
し
い
現
状
は
よ
く
分
か
っ
た
。

請
願
を
一
括
し
て
い
る
党
本
部
で

検
討
し
た
い
」（
清
水
）
と
、
懇

談
に
応
じ
た
各
議
員
か
ら
請
願
趣

旨
へ
の
理
解
と
賛
同
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
。

　

歯
科
請
願
署
名
の
運
動
は
11
月

ま
で
引
き
続
き
取
り
組
む
。
秋
の

臨
時
国
会
で
も
国
会
議
員
へ
の
要

請
行
動
と
国
会
内
集
会
を
予
定
し

て
お
り
、
集
ま
っ
た
署
名
は
そ
の

場
で
国
会
議
員
へ
提
出
す
る
。
診

療
報
酬
大
幅
引
き
上
げ
実
現
へ
、

会
員
の
皆
さ
ま
に
は
署
名
運
動
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

６･６ 歯科国会内集会に350人

「保険でより良い歯科」実現求める「保険でより良い歯科」実現求める
　

歯
科
診
療
報
酬
の
改
善
を
医
科
・
歯
科
一
体
で

求
め
よ
う
―
―
。「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療

を
求
め
る
」
歯
科
総
決
起
集
会
が
６
月
６
日
に
参

議
院
議
員
会
館
で
開
催
さ
れ
、
医
師
・
歯
科
医
師

・
医
療
関
係
者
・
市
民
ら
３
５
０
人
が
参
加
し

た
。
兵
庫
協
会
か
ら
は
加
藤
擁
一
・
川
西
敏
雄
・

武
村
義
人
各
副
理
事
長
、
白
岩
一
心
・
鈴
田
明
彦

両
理
事
、
坂
口
智
計
・
島
津
俊
二
・
冨
澤
洪
基
各

評
議
員
、
事
務
局
ら
13
人
が
出
席
し
た
。
集
会
で

は
、
兵
庫
協
会
に
寄
せ
ら
れ
た
「
保
険
で
よ
り
良

い
歯
科
医
療
を
求
め
る
請
願
署
名
」
２
７
７
１
筆

を
国
会
に
提
出
。
国
会
議
員
へ
の
要
請
で
は
、
桜

井
周
衆
議
院
議
員
（
立
憲
民
主
）、
大
門
実
紀
史

（
共
産
）、
山
下
芳
生
（
共
産
、
秘
書
対
応
）、
片

山
大
介
（
維
新
）、
清
水
貴
之
（
維
新
）
各
参
議

院
議
員
と
懇
談
し
、
桜
井
・
大
門
・
山
下
各
議
員

が
紹
介
議
員
を
快
諾
し
た
。

桜
井
周
衆
議
院
議
員
（
①
右
２
人
目
）、
大
門
実
紀
史
（
②
中
央
）、
片
山
大
介
（
③
中
央
）、
清
水
貴
之
（
④
中
央
）

各
参
議
院
議
員
に
協
会
役
員
が
署
名
の
紹
介
議
員
引
き
受
け
を
要
請
し
た　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

元町駅前で消費税増税中
止を訴える川西副理事長

　

７
月
の
参
議
院
選
挙
を
前
に
、

10
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
消
費
税

率
10
％
へ
の
引
き
上
げ
反
対
を
訴

え
る
た
め
、「
10
月
消
費
税
10
％

ス
ト
ッ
プ
！
兵
庫
県
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
は
６
月
22
日
、
Ｊ
Ｒ
元
町
駅

東
口
で
街
頭
宣
伝
を
行
っ
た
。
構

成
す
る
８
団
体
か
ら
25
人
が
参
加

し
、「
２
０
１
９
年
10
月
か
ら
の

消
費
税
10
％
中
止
を
求
め
る
」
請

願
署
名
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け

た
。
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消
費
税
増
税
中
止
求
め
元
町
駅
前
で
街
頭
宣
伝

消
費
税
増
税
中
止
求
め
元
町
駅
前
で
街
頭
宣
伝

「
10
％
ス
ト
ッ
プ
！
」

声
広
げ
よ
う

歯科技工士の雨松氏（「保険で良い歯科医療を」全国連絡会会長）
が基調報告し350人が参加 　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

協
会
か
ら
は
、
西
山
裕
康
理
事

長
、
武
村
義
人
・
川
西
敏
雄
両
副

理
事
長
が
参
加
し
、
マ
イ
ク
を
握

っ
て
、
通
行
人
に
10
月
の
消
費
税

た
ち
の
負
担
は

重
く
な
っ
た

が
、
そ
の
分
、

法
人
税
・
所
得

税
収
が
減
っ
て

お
り
、
大
企
業

や
富
裕
層
の
負

担
が
減
っ
て
い

る
。
政
府
は
消
費
税
は
社
会
保
障

の
充
実
の
た
め
に
使
う
、
と
い
う

が
、
医
療
で
も
患
者
さ
ん
の
負
担

は
ど
ん
ど
ん
重
く
な
っ
て
い
る
。

参
議
院
選
挙
後
に
は
、
後
期
高
齢

者
の
窓
口
負
担
倍
化
な
ど
、
さ
ら

な
る
負
担
増
ま
で
予
定
さ
れ
て
い

る
。
増
税
は
決
し
て
許
し
て
は
な

ら
な
い
」
な
ど
と
訴
え
、
署
名
へ

の
協
力
を
求
め
た
。

　

蒸
し
暑
い
気
候
の
中
だ
っ
た

が
、
会
の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
次

々
と
通
行
人
が
署
名
に
応
じ
、
44

筆
が
集
ま
っ
た
。

増
税
は
景
気
を
悪
化
さ
せ
る
が
、

社
会
保
障
は
決
し
て
充
実
し
な
い

こ
と
な
ど
を
訴
え
た
。
桜
井
周
衆

議
院
議
員
と
金
田
峰
生
日
本
共
産

党
国
会
議
員
団
兵
庫
事
務
所
長
か

ら
連
帯
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら

れ
た
。

　

川
西
副
理
事
長
は
、「
消
費
税

は
弱
き
を
挫く

じ

き
強
き
を
助
け
る
最

悪
の
税
金
だ
。
消
費
税
導
入
以

来
、
税
率
は
上
が
り
つ
づ
け
、
私

署名用紙のご注文・お問い合わせは、
 ☎078－393－1807まで

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

10月消費税10％ストップ署名

７
月
２
日
現
在 

１
７
６
３
筆

歯科署名にご協力ください ７
月
２
日
現
在

３
５
６
３
筆

目
標
１
万
５
千
筆

ご
注
文
は
☎
078
ー
393
ー

１
８
０
９
ま
で

　「お金の心配をせず、歯科治療を受けたい」
「保険のきく歯科治療を増やしてほしい」「診
療報酬の引き上げで歯科治療の充実を」――。
歯科医療の願いを実現するため、協会は署名活
動に取り組んでいます。最終締切は11月末、
目標は１万５千筆。会員の皆さまのご協力を
お願いします。

●①

●②

●③

●④
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６
月
16
日
、
神
戸
ポ
ー
ト

ピ
ア
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
た
協

会
第
51
回
（
設
立
50
周
年
記

念
）
総
会
で
の
理
事
長
あ
い

さ
つ
、
発
言
・
執
行
部
答
弁

と
、
来
賓
・
国
会
議
員
・
表

彰
者
あ
い
さ
つ
の
要
旨
・
決

議
全
文
・
総
会
当
日
の
写
真

を
そ
れ
ぞ
れ
掲
載
す
る
。

第51回（設立50周年記念）総会　詳報

次の半世紀へ社会保障拡充を次の半世紀へ社会保障拡充を
　

兵
庫
県
保
険
医
協
会
は
設
立
50

周
年
を
迎
え
た
。
兵
庫
協
会
が
こ

こ
ま
で
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
の
は
、

会
員
の
皆
さ
ま
方
の
ご
理
解
、
ご

協
力
、
ご
努
力
の
賜
物
で
あ
り
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。

　

日
本
で
は
80
年
代
以
降
、
新
自

由
主
義
が
跋ば

っ
こ扈

し
、
社
会
保
障
水

準
の
低
下
、
雇
用
の
不
安
定
化
、

　

歯
科
部
会
で
は
、
４
月
か
ら

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
を

求
め
る
」
請
願
署
名
に
取
り
組

み
、
６
月
６
日
に
請
願
署
名
を
国

会
に
提
出
し
た
。

　

署
名
は
、
来
年
度
診
療
報
酬
改

定
に
向
け
て
秋
の
臨
時
国
会
で
も

提
出
す
る
よ
う
、
11
月
末
ま
で
実

施
す
る
。
目
標
は
総
数
１
万
５
千

筆
、
歯
科
会
員
協
力
率
10
％
以
上

だ
。
医
科
の
先
生
方
も
含
め
、
患

者
さ
ん
と
対
話
し
て
、
医
科
・
歯

科
一
体
で
た
く
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
。

　

ま
た
、
評
議
員
会
で
文
書
発
言

し
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
へ
の

監
視
の
継
続
の
訴
え
を
お
聞
き
止

め
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
る
。

同
制
度
が
悪
用
さ
れ
な
い
よ
う
国

民
に
よ
る
監
視
を
怠
っ
て
は
な
ら

な
い
。
特
に
健
康
情
報
の
悪
用
に

は
注
視
が
必
要
だ
。
協
会
に
は
監

視
の
強
化
を
お
願
い
す
る
。

会
・
兵
庫
県
医
師
の
会
を
つ
く
っ

て
以
来
、
講
演
会
の
開
催
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
る
。
命

と
健
康
を
守
る
医
師
・
歯
科
医
師

の
団
体
と
し
て
、
協
会
に
い
っ
そ

う
の
取
り
組
み
を
求
め
た
い
。

　

２
０
１
７
年
、
国
連
で
核
兵
器

禁
止
条
約
が
採
択
さ
れ
、
核
兵
器

が
人
道
に
反
す
る
兵
器
で
あ
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
。
し
か
し
、
日

本
政
府
は
採
択
に
反
対
し
、
条
約

に
参
加
し
て
い
な
い
。
私
た
ち
は

ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
な
ど
の
取

り
組
み
で
核
廃
絶
を
実
現
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

９
月
に
は
、
毎
年
全
国
各
地
で

行
わ
れ
て
い
る
反
核
医
師
の
つ
ど

い
が
京
都
で
開
催
さ
れ
る
。
特
別

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
核
兵
器
関
連

企
業
へ
金
融
機
関
が
融
資
す
る
こ

と
を
止
め
さ
せ
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「Don't bank on the bomb

」

を
取
り
上
げ
る
。
ぜ
ひ
ご
参
加
い

た
だ
き
た
い
。

　

協
会
は
２
０
０
４
年
に
９
条
の

格
差
拡
大
な
ど
の
問
題
が
生
ま
れ

た
。
バ
ブ
ル
崩
壊
後
は
、
長
期
不

況
に
よ
り
、
国
民
所
得
は
伸
び
悩

み
、
国
債
残
高
増
加
に
伴
い
社
会

保
障
給
付
費
の
抑
制
が
強
化
さ
れ

た
。
２
０
０
０
年
代
に
は
高
齢
化

に
伴
う
社
会
保
障
給
付
費
の
増
加

が
政
府
借
金
の
主
因
で
あ
る
か
の

よ
う
に
言
わ
れ
た
。
そ
の
後
も
社

会
保
障
の
抑
制
と
消
費
税
増
税
が

進
め
ら
れ
、
経
済
の
停
滞
、
将
来

不
安
、
デ
フ
レ
が
日
本
を
覆
い
つ

く
し
、
格
差
は
拡
大
し
、
経
済
的

弱
者
を
置
き
去
り
に
し
て
い
る
。

　

平
成
は
、
消
費
税
導
入
と
そ
の

増
税
の
時
代
だ
っ
た
が
、
所
得
税

と
法
人
税
の
減
税
に
よ
り
、
消
費

税
分
は
相
殺
さ
れ
た
。
景
気
回
復

は
実
感
さ
れ
ず
、
社
会
保
障
の
充

実
に
は
程
遠
い
も
の
だ
っ
た
。

　

今
必
要
な
こ
と
は
、
社
会
保
障

を
充
実
さ
せ
、
国
民
生
活
の
将
来

不
安
を
一
掃
す
る
こ
と
だ
。
生
活

や
子
育
て
、
老
後
や
介
護
へ
の
負

担
と
不
安
を
軽
減
し
て
こ
そ
、
国

民
は
安
心
し
て
日
々
の
生
活
を
営

み
、
そ
れ
が
経
済
発
展
に
も
つ
な

が
る
。
高
い
水
準
の
成
長
と
再
分

配
の
同
時
達
成
は
可
能
だ
。

　

私
た
ち
は
「
開
業
医
の
生
活
と

権
利
を
守
る
」「
患
者
・
住
民
と

と
も
に
地
域
医
療
の
充
実
・
向
上

を
め
ざ
す
」
と
い
う
二
つ
の
目
的

の
下
に
集
ま
り
、
半
世
紀
に
わ
た

り
活
動
を
続
け
て
き
た
医
師
・
歯

科
医
師
の
団
体
だ
。
私
た
ち
執
行

部
は
よ
り
良
い
医
療
を
め
ざ
し
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
努
力
し
た
い
。

　

東
日
本
大
震
災
が
発
生
す
る
前

か
ら
協
会
は
、
柏
崎
刈
羽
原
発
の

放
射
能
漏
れ
の
際
に
安
全
確
保
を

求
め
る
理
事
会
声
明
を
発
出
し
、

原
発
の
問
題
点
を
考
え
る
理
事
会

特
別
討
論
を
行
う
な
ど
、
先
生
方

の
意
識
の
高
さ
が
読
み
取
れ
る
。

　

未
来
の
た
め
脱
原
発
は
成
し
遂

げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
べ
て

の
原
発
を
廃
炉
に
す
る
た
め
に
は

何
十
年
も
か
か
る
。
私
た
ち
の
世

代
で
全
原
発
廃
炉
へ
の
道
筋
を
立

て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
神
戸
市

や
兵
庫
県
へ
の
申
し
入
れ
や
会
員

へ
の
新
電
力
利
用
の
呼
び
か
け
な

ど
、
で
き
る
こ
と
は
多
い
。
さ
ら

に
多
く
の
市
民
と
連
携
し
て
引
き

続
き
運
動
を
進
め
て
ほ
し
い
。

　

日
本
が
危
機
に
直
面
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
端
的
な
証
拠
が
二

つ
あ
る
。

　

一
つ
は
１
９
９
０
年
前
後
、
日

本
は
世
界
一
の
経
済
的
競
争
力
を

誇
っ
て
い
た
が
現
在
で
は
25
位
と

い
う
事
実
。
も
う
一
つ
は
、
外
国

人
が
企
業
の
主
要
株
主
と
な
っ
て

い
る
こ
と
だ
。
外
国
人
持
ち
株
比

率
は
、
現
在
30
・
３
％
と
、
外
国

資
本
に
よ
る
乗
っ
取
り
が
進
ん
で

い
る
。
そ
の
た
め
に
法
人
税
減

税
、
消
費
税
増
税
が
な
さ
れ
る
の

　

２
０
２
０
年
度
診
療
報
酬
改
定

に
つ
い
て
、
保
団
連
改
定
要
求
案

を
協
会
内
で
討
議
し
、
国
会
要
請

行
動
な
ど
要
求
実
現
の
た
め
に
活

動
し
て
い
る
。
現
在
、
妊
婦
加
算

に
つ
い
て
中
医
協
で
議
論
さ
れ
て

い
る
。
中
医
協
で
は
、
研
修
や
、

患
者
へ
の
文
書
説
明
な
ど
の
ハ
ー

ド
ル
を
設
け
る
方
向
で
議
論
が
進

ん
で
い
る
。
不
合
理
な
点
を
改
善

さ
せ
る
よ
う
尽
力
し
た
い
。

　

ま
た
、
今
年
も
日
常
診
療
経
験

交
流
会
を
10
月
27
日
、
神
戸
市
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
開
催
す
る
。

メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
、「
日
常
診
療

の
原
動
力
〜
こ
の
10
年
、
こ
れ
か

ら
の
10
年
」
だ
。
分
科
会
や
ポ
ス

タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
医
院
新
聞
等

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
日
常
診
療
の
経

験
を
発
表
い
た
だ
け
る
よ
う
募
集

し
て
い
る
。
ま
た
、
プ
レ
企
画
と

し
て
「
災
害
と
栄
養
」
と
救
急
フ

ェ
ス
タ
「
心
肺
蘇
生
法
（
Ｂ
Ｌ
Ｓ

＆
挿
管
）
実
技
講
習
会
」
を
開
催

す
る
の
で
、
あ
わ
せ
て
ご
参
加
い

た
だ
き
た
い
。

理
事
長
あ
い
さ
つ

理
事
長
あ
い
さ
つ

よ
り
良
い
医
療
め
ざ
し

こ
れ
か
ら
も
努
力
す
る

理
事
長　
　

西
山　

裕
康

発　
　

言

発　
　

言

医
科
・
歯
科
一
体
で

署
名
に
取
り
組
も
う

反
核
医
師
の
つ
ど
い
in
京
都
に

ぜ
ひ
ご
参
加
を

歯科部会

反核平和運動部

島津 俊二先生

水間 美宏先生

私
た
ち
の
世
代
で

脱
原
発
社
会
実
現
を

財
政
赤
字
＝
悪
は
誤
り

国
民
に
広
め
よ
う

10
月
27
日
は

日
常
診
に
ご
参
加
を

環境・公害対策部政策部

研究部

住友 直幹先生幸田 雄策先生

清水 映二先生

も
、
容
易
に
推
測
で
き
る
。

　

こ
れ
ら
の
原
因
は
国
民
が
お
金

の
本
質
を
知
ら
ず
、
日
本
経
済
の

低
迷
が
バ
ブ
ル
崩
壊
に
よ
っ
て
な

さ
れ
た
と
思
い
込
ま
さ
れ
、
政
府

財
政
赤
字
が
悪
と
思
い
込
ま
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

　

そ
の
誤
り
を
国
民
に
広
報
し
、

協
力
を
求
め
な
い
限
り
、
協
会
が

求
め
る
平
和
や
福
祉
の
充
実
で
成

果
を
得
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
の
で

は
な
い
か
。
こ
の
事
実
を
協
会
の

活
動
に
生
か
し
て
ほ
し
い
。

参
院
選
へ
向
け
て

引
き
続
い
て
の
運
動
を

野
党
と
市
民
の

共
闘
で
政
治
変
え
よ
う

医
療
者
・
国
民
の
声
集
め

保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
実
現
を

住
江　

憲
勇　
全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
会
長

藤
末　

衛　
全
日
本
民
主
医
療
機
関
連
合
会
会
長

雨
松
真
希
人　
「
保
険
で
良
い
歯
科
医
療
を
」全
国
連
絡
会
会
長

来
賓
あ
い
さ
つ

来
賓
あ
い
さ
つ

　

安
倍
政
権
は
、
不
正
・
隠
ぺ
い

・
改
ざ
ん
な
ど
当
た
り
前
だ
。
こ

ん
な
政
権
で
、
ま
っ
と
う
な
政
治

　

い
よ
い
よ
参
議
院
選
挙
だ
。
平

和
と
社
会
保
障
が
争
点
と
な
る
重

要
な
選
挙
戦
に
な
る
。

　

自
民
党
は
攻
撃
型
の
自
衛
隊
強

　

安
倍
政
権
の
経
済
政
策
に
つ
い

て
述
べ
た
い
。
日
経
平
均
が
上
昇

し
、
金
融
経
済
は
大
き
く
伸
び

た
。
巨
額
の
資
産
を
持
っ
た
富
裕

・
経
済
・
外
交
政
策
が
と
ら
れ
る

は
ず
が
な
い
。
事
実
、
年
金
は
こ

れ
ま
で
「
百
年
安
心
」
と
言
っ
て

い
た
の
に
、
老
後
30
年
生
き
る
た

め
に
は
２
０
０
０
万
円
貯
め
な
い

と
い
け
な
い
と
言
い
出
し
て
い

る
。
こ
ん
な
状
況
下
で
、
国
民
生

活
で
は
、
受
診
抑
制
や
治
療
中
断

化
、
消
費
税
増
税
の
実
施
な
ど
を

掲
げ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
私

た
ち
も
参
加
す
る
安
保
法
の
廃
止

と
立
憲
主
義
の
回
復
を
求
め
る
市

民
連
合
は
、
立
憲
野
党
と
共
通
政

策
に
調
印
し
た
。
３
年
前
よ
り
も

踏
み
込
ん
だ
も
の
で
、
国
民
の
要

求
に
応
え
る
内
容
と
な
っ
た
。
ま

た
す
べ
て
の
１
人
区
で
統
一
候
補

層
、
多
国
籍
企
業
な
ど
の
大
企
業

か
ら
す
れ
ば
、
安
倍
政
権
の
経
済

政
策
は
成
功
だ
ろ
う
。
一
方
、
一

般
国
民
は
何
の
恩
恵
も
受
け
て
お

ら
ず
、
経
済
政
策
は
失
敗
だ
と
思

っ
て
い
る
。

　

10
月
に
消
費
税
が
増
税
さ
れ
る

と
、
生
活
が
厳
し
い
人
た
ち
は
、

生
活
を
切
り
詰
め
る
。
当
然
病
院

に
行
く
お
金
も
削
ら
れ
る
。
特
に

歯
科
は
直
接
命
に
か
か
わ
ら
な
い

か
ら
と
、
受
診
控
え
が
起
こ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、「
保

険
で
良
い
医
療
を
」
全
国
連
絡
会

は
、
今
月
国
会
で
集
会
を
開
催
し

た
。
窓
口
負
担
の
軽
減
と
保
険
範

囲
を
広
げ
る
こ
と
、
歯
科
医
療
費

の
総
枠
拡
大
の
三
つ
を
求
め
た
。

歯
科
医
療
費
が
拡
大
し
な
い
と
歯

科
技
工
士
の
給
料
も
絶
対
に
上
が

ら
な
い
。
連
絡
会
の
活
動
は
、
保

険
医
協
会
の
お
力
添
え
が
不
可
欠

だ
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
た
い
。

を
擁
立
で
き
た
。
改
憲
勢
力
の
議

席
を
崩
す
こ
と
は
十
分
可
能
だ
。

　

ま
た
、
年
金
暮
ら
し
の
高
齢
世

帯
は
赤
字
で
あ
る
と
い
う
実
態
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
選
挙
前
で
与

党
は
非
常
に
動
揺
し
て
お
り
、
政

府
の
政
策
と
異
な
る
と
弁
明
し
て

い
る
が
、
金
融
庁
の
報
告
書
は
も

と
も
と
安
倍
政
権
の
方
針
に
基
づ

い
て
作
成
さ
れ
た
も
の
だ
。
政
府

に
対
抗
し
て
、
年
金
、
介
護
、
医

療
を
し
っ
か
り
と
守
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
後
と
も
、

い
っ
そ
う
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

た
い
。

な
ど
、
非
常
に
厳
し
い
事
態
が
起

こ
っ
て
い
る
。

　

10
月
に
は
消
費
税
増
税
が
予
定

さ
れ
て
い
る
が
、
政
府
の
本
来
の

役
割
は
、
社
会
保
障
拡
充
で
経
済

を
活
性
化
し
、
国
民
の
賃
金
を
増

や
し
、
税
収
を
増
や
し
、
さ
ら
な

る
社
会
保
障
改
善
に
取
り
組
む
と

い
う
好
循
環
に
持
っ
て
い
く
、
そ

の
た
め
に
全
力
を
挙
げ
る
こ
と

だ
。

　

こ
れ
か
ら
参
議
院
選
挙
へ
向
け

て
、
消
費
税
10
％
増
税
・
改
憲
の

実
現
を
許
さ
な
い
運
動
が
焦
点
と

な
る
。
兵
庫
の
先
生
方
に
は
、
地

域
住
民
、
患
者
と
と
も
に
運
動
を

が
ん
ば
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
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副理事長

副理事長

加藤 擁一

武村 義人

先
人
た
ち
の
活
躍
が

現
在
の
力
に

お
役
に
立
て
る
よ
う

会
社
を
挙
げ
て
取
り
組
む

理
事　
　

岡
本 

好
司

大
樹
生
命
保
険
株
式
会
社
常
務
執
行
役
員　
　

堀
江　

智

消
費
税
増
税
中
止
で
も

社
会
保
障
充
実
は
可
能

核
廃
絶
・
脱
原
発
へ

運
動
強
め
る

執
行
部
答
弁

執
行
部
答
弁

　

島
津
先
生
の
発
言
に
つ
い
て
、

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療

を
」
の
運
動
は
全
国
に
広
が
っ
て

い
る
。
来
年
度
診
療
報
酬
改
定

で
、
保
険
診
療
の
拡
大
や
歯
科
医

療
費
の
拡
大
を
実
現
で
き
る
よ
う

署
名
運
動
を
広
く
展
開
し
た
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
今
後
、
医
療
情

報
な
ど
の
個
人
情
報
が
紐
づ
け
さ

れ
て
国
家
の
監
視
の
下
に
お
か
れ

る
可
能
性
が
高
い
。
危
険
性
を
国

民
に
訴
え
て
、
具
体
的
な
運
用
を

阻
止
し
て
い
き
た
い
。

　

幸
田
先
生
の
発
言
に
つ
い
て
、

指
標
を
見
て
も
、
日
本
経
済
が
落

ち
込
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
は
明

ら
か
だ
。
こ
れ
は
、
政
府
の
新
自

由
主
義
的
経
済
運
営
の
失
敗
に
起

因
す
る
。
社
会
保
障
拡
充
、
消
費

税
増
税
中
止
、
大
企
業
や
富
裕
層

の
応
分
の
負
担
に
よ
る
経
済
の
再

生
は
可
能
だ
。

　

清
水
先
生
の
発
言
に
つ
い
て
、

私
た
ち
は
、
技
術
料
を
中
心
に
10

％
以
上
の
診
療
報
酬
引
き
上
げ
と

不
合
理
是
正
を
要
求
し
て
い
る
。

国
会
行
動
や
署
名
を
精
力
的
に
行

い
た
い
。
日
常
診
療
経
験
交
流
会

は
、
先
生
方
の
診
療
の
成
果
を
発

表
す
る
機
会
だ
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　

水
間
先
生
の
発
言
に
つ
い
て
、

核
兵
器
禁
止
条
約
は
、
２
年
前
の

７
月
７
日
に
国
連
で
採
択
さ
れ

た
。
批
准
国
が
50
カ
国
で
発
効
す

る
が
、
現
在
は
23
カ
国
だ
。
日
本

は
、
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
で
あ

り
、
１
番
に
署
名
し
な
い
と
い
け

な
い
は
ず
な
の
に
、
い
ま
だ
に
署

名
し
て
い
な
い
。
自
治
体
で
も
批

准
を
求
め
る
意
見
書
を
国
に
提
出

す
る
動
き
が
広
が
っ
て
い
る
。
兵

庫
県
下
で
も
、
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際

署
名
に
県
知
事
、
神
戸
市
長
な
ど

多
数
の
首
長
が
賛
同
し
て
い
る
。

条
約
の
批
准
を
求
め
る
運
動
を
広

げ
た
い
。

　

住
友
先
生
の
発
言
に
つ
い
て
、

原
発
ゼ
ロ
基
本
法
案
が
、
野
党
４

党
に
よ
っ
て
昨
年
、
国
会
に
提
出

さ
れ
た
が
、
い
ま
だ
に
審
議
さ
れ

て
い
な
い
。
審
議
を
求
め
、
声
を

上
げ
て
運
動
し
て
い
く
。
原
子
力

規
制
委
員
会
に
対
し
て
も
、
安
全

が
確
認
で
き
な
い
原
発
は
再
稼
働

す
る
な
、
と
の
声
を
上
げ
て
い
き

た
い
。
政
府
は
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電

源
と
し
て
原
発
を
維
持
す
る
つ
も

り
な
の
で
、
許
さ
な
い
よ
う
運
動

を
広
げ
て
い
き
た
い
。

祝
賀
会
理
事
長
あ
い
さ
つ

祝
賀
会
理
事
長
あ
い
さ
つ

国
会
議
員
あ
い
さ
つ

国
会
議
員
あ
い
さ
つ

設
立
当
初
の
情
熱
忘
れ
ず

二
つ
の
目
的
に
向
け
進
む

理
事
長　
　

西
山　

裕
康

　

本
日
は
多
数
の
方
々
に
ご
臨
席

賜
り
、「
設
立
50
周
年
祝
賀
会
」

を
執
り
行
う
こ
と
が
で
き
、
光
栄

の
至
り
だ
。
皆
さ
ま
か
ら
長
き
に

わ
た
り
さ
ま
ざ
ま
な
ご
支
援
を
賜

っ
た
こ
と
に
、
感
謝
の
念
を
禁
じ

え
な
い
。

　

協
会
の
半
世
紀
を
、
歴
代
理
事

長
と
と
も
に
簡
単
に
紹
介
し
た

い
。

　

ま
ず
、
初
代
理
事
長
・
桐
島
正

義
先
生
。
協
会
は
、
１
９
６
３
年

に
十
数
人
の
有
志
に
よ
り
結
成
さ

れ
た
「
兵
庫
保
険
医
ク
ラ
ブ
」
を

前
身
に
１
９
６
９
年
、
７
６
４
人

の
会
員
か
ら
な
る
「
兵
庫
県
保
険

医
協
会
」
が
設
立
さ
れ
た
。「
開

業
保
険
医
の
経
営
と
生
活
、
権
利

を
守
る
」「
国
民
医
療
の
充
実
と

向
上
を
は
か
る
」
と
い
う
二
つ
の

大
き
な
目
的
を
掲
げ
て
ス
タ
ー
ト

し
た
。

　

初
代
歯
科
部
会
長
・
田
村
武
夫

先
生
。
兵
庫
県
保
険
医
協
会
は
、

早
く
か
ら
医
科
・
歯
科
一
体
と
な

っ
て
活
動
し
て
き
た
。

　

第
２
代
理
事
長
・
合
志
至
誠
先

生
。
１
９
９
５
年
、
阪
神
・
淡
路

大
震
災
が
発
生
し
、
協
会
は
被
災

患
者
支
援
と
民
間
医
療
機
関
へ
の

公
的
支
援
の
拡
充
を
求
め
る
運
動

に
取
り
組
ん
だ
。「
復
興
県
民
会

議
」
を
中
心
に
、
医
療
機
関
向
け

の
助
成
制
度
を
認
め
さ
せ
、
そ
の

後
の
災
害
対
応
の
基
礎
を
つ
く
っ

た
。

　

第
３
代
理
事
長
・
池
尻
重
義
先

生
。
協
会
は
、
受
診
抑
制
を
伴

い
、
格
差
医
療
を
招
く
「
患
者
窓

口
負
担
増
加
」
へ
は
一
貫
し
て
反

対
し
て
い
る
。
医
療
政
策
研
究
を

重
ね
、
会
内
外
へ
発
信
し
、
国
民

と
と
も
に
、
皆
保
険
制
度
を
守
り

続
け
て
き
た
。

　

第
４
代
理
事
長
・
朝
井
榮
先

生
。
２
０
０
０
年
の
介
護
保
険
創

設
以
後
、
協
会
は
医
療
だ
け
に
と

ど
ま
ら
ず
、
介
護
保
険
制
度
の
充

実
に
力
を
注
い
で
き
た
。

　

前
理
事
長
・
池
内
春
樹
先
生
。

こ
の
こ
ろ
、
産
科
・
小
児
科
・
救

急
を
中
心
に
「
医
療
崩
壊
」
が
も

た
ら
さ
れ
た
。
協
会
は
、
社
会
保

障
充
実
を
め
ざ
す
各
団
体
と
共
同

し
て
活
動
し
た
。

　

兵
庫
協
会
は
、
こ
の
50
年
間
、

医
療
を
取
り
巻
く
変
化
に
対
し

て
、
力
を
合
わ
せ
て
対
応
し
て
き

た
。
こ
の
業
績
は
、
歴
代
理
事
長

を
は
じ
め
、
協
会
役
員
の
べ
２
５

９
人
を
中
心
に
、
す
べ
て
の
会

員
、
そ
し
て
事
務
局
員
の
協
力
と

努
力
の
結
果
だ
。
ま
だ
ま
だ
力
不

足
だ
が
、
歴
代
理
事
長
に
一
歩
で

も
近
づ
け
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

本
日
こ
の
日
を
、
新
た
な
50
年
へ

の
ス
タ
ー
ト
と
し
た
い
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
会
員
数
は
、
現

時
点
で
過
去
最
高
と
な
る
７
５
２

０
人
で
、
医
科
・
歯
科
一
体
の
協

会
で
は
全
国
２
番
目
の
規
模
だ
。

　

設
立
当
初
の
情
熱
を
忘
れ
ず
、

医
科
・
歯
科
一
体
で
、
困
難
と
課

題
に
立
ち
向
か
い
、
理
想
と
目
標

へ
進
む
こ
と
を
、
会
員
一
同
改
め

て
決
意
し
て
い
る
。
皆
さ
ま
方
に

は
、
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
な
い
、

ご
指
導
と
ご
鞭
撻
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
。

　

兵
庫
県
保
険
医
協
会
が
設
立
50

周
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
に
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
る
。
本
日
も

協
会
の
先
生
方
と
い
ろ
い
ろ
お
話

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感

　

先
生
方
の
お
話
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
い
て
、
国
民
の
皆
さ
ま
の
医

療
の
向
上
に
は
、
お
集
ま
り
の
皆

さ
ま
、
医
療
関
係
者
の
皆
さ
ま
方

　

協
会
の
皆
さ
ま
は
毎
月
、
上
京

さ
れ
て
国
会
議
員
を
訪
ね
ら
れ
、

地
域
医
療
や
国
政
全
体
の
政
策
提

言
を
伝
え
る
行
動
を
展
開
さ
れ
て

お
ら
れ
る
。
心
か
ら
敬
意
を
表
し

た
い
。
特
に
感
激
し
た
の
は
、
学

校
歯
科
治
療
調
査
で
、
健
診
結
果

を
子
ど
も
の
貧
困
や
口
腔
崩
壊
の

問
題
と
結
び
つ
け
て
指
摘
さ
れ
た

こ
と
だ
。
国
会
で
も
取
り
上
げ
ら

れ
、
厚
労
大
臣
も
大
事
な
指
摘
だ

と
答
弁
し
た
。

と
力
を
あ
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
、
そ
し
て
医
療
を
受
け
る

国
民
側
の
皆
さ
ま
の
意
見
も
し
っ

か
り
と
汲
み
上
げ
て
い
く
こ
と
、

そ
し
て
わ
れ
わ
れ
議
員
も
、
与
党

か
ら
野
党
ま
で
、
議
員
が
広
く
力

を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
思
う
。
微
力
だ
が

精
一
杯
が
ん
ば
っ
て
い
く
。

謝
す
る
。

　

さ
て
、
来
年
は
診
療
報
酬
改
定

が
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
政
権
与
党
で

は
、
新
成
長
戦
略
と
い
う
こ
と

で
、
予
算
の
前
哨
戦
を
始
め
て
い

る
最
中
で
、
６
月
21
日
に
閣
議
決

定
す
る
と
い
う
段
階
だ
。
こ
れ
か

ら
も
医
療
政
策
に
つ
い
て
引
き
続

き
先
生
方
に
ご
教
示
い
た
だ
き
た

い
。

皆
さ
ま
と
力
あ
わ
せ

精
一
杯
が
ん
ば
り
た
い

10
月
消
費
税
増
税
中
止
へ

全
力
を
つ
く
す

こ
れ
か
ら
も
医
療
政
策

ご
教
示
い
た
だ
き
た
い

全
力
で
社
会
保
障
充
実

実
現
さ
せ
る

協会の政策提言に
期待

清
水 

貴
之　
参
議
院
議
員
（
日
本
維
新
の
会
）

桜
井 

周　
衆
議
院
議
員
（
立
憲
民
主
党
）

盛
山 

正
仁　
衆
議
院
議
員
（
自
由
民
主
党
）

清
水 

忠
史　
衆
議
院
議
員
（
日
本
共
産
党
）

大門実紀史　参議院議員（日本共産党）

　

皆
さ
ま
が
訴
え
て
お
ら
れ
る
国

民
の
健
康
を
守
ろ
う
と
い
う
こ
と

を
、
街
頭
を
訴
え
て
回
っ
て
き
た

と
こ
ろ
だ
。

　

10
月
の
消
費
税
増
税
反
対
、
そ

し
て
国
民
の
健
康
を
し
っ
か
り
守

る
た
め
、
国
会
で
活
動
し
て
い

る
。
協
会
の
皆
さ
ま
は
、
毎
月
国

会
に
も
請
願
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ

て
、
毎
回
ご
あ
い
さ
つ
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
。

　

今
後
と
も
し
っ
か
り
頑
張
る
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
。

　

４
月
に
繰
り
上
げ
当
選
し
て
、

再
び
国
会
で
仕
事
が
で
き
る
こ
と

を
う
れ
し
く
思
う
。
協
会
の
皆
さ

ま
は
、
診
療
報
酬
拡
充
・
患
者
負

　

こ
れ
か
ら
も
経
営
や
権
利
を
守

る
と
と
も
に
、
社
会
を
変
え
る
提

言
を
発
信
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ご
一
緒
に
今
後
も
運
動
す
る
決
意

を
申
し
上
げ
て
、
お
祝
い
の
言
葉

と
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

担
軽
減
、
さ
ら
に
は
レ
セ
プ
ト
オ

ン
ラ
イ
ン
化
や
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
改
善
を
求

め
て
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
た
。
私

も
、
憲
法
25
条
に
基
づ
い
て
社
会

保
障
・
公
衆
衛
生
な
ど
の
分
野
で

国
が
し
っ
か
り
と
責
任
を
果
た

し
、
社
会
保
障
充
実
を
実
現
さ
せ

る
た
め
全
力
で
が
ん
ば
り
た
い
。

ば
し
い
こ
と
だ
。

　

弊
社
は
４
月
１
日
に
三
井

生
命
か
ら
大
樹
生
命
に
社
名

変
更
し
た
。
社
名
に
は
、
大

樹
の
よ
う
に
大
地
に
し
っ
か

り
と
根
を
張
り
、
そ
し
て
雨

の
日
も
風
の
日
も
お
客
様
に

寄
り
添
い
、
多
く
の
お
客
様

が
集
ま
る
会
社
に
し
た
い
と

い
う
思
い
を
込
め
た
。
今
後

も
先
生
方
に
寄
り
添
い
、
お

役
に
立
て
る
よ
う
に
会
社
を

挙
げ
て
取
り
組
む
。

じ
て
先
生
方
に
出
会
う
機
会

が
非
常
に
多
い
。
幹
事
会
社

と
し
て
共
済
制
度
の
普
及
・

発
展
、
新
し
い
加
入
者
を
増

や
す
中
で
、
先
生
方
に
さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
を
ご
教
示
い
た

だ
く
こ
と
は
会
社
と
し
て
喜

　

私
ど
も
は
共
済
活
動
を
通

れ
、
審
査
に
あ
わ
な
い
点
数

は
わ
ず
か
で
も
削
ら
れ
る
よ

う
な
状
況
だ
っ
た
。
そ
う
い

っ
た
指
導
に
憤
り
を
感
じ
ら

れ
て
い
た
方
が
、
保
険
医
ク

ラ
ブ
の
先
生
方
だ
っ
た
。
そ

の
と
き
の
先
人
た
ち
の
活
動

が
、
保
険
医
療
を
改
善
し
、

現
在
活
動
さ
れ
て
い
る
先
生

方
の
力
添
え
に
な
っ
て
い
る

こ
と
を
今
一
度
確
認
し
た

い
。

　

私
が
協
会
の
前
身
の
保
険

医
ク
ラ
ブ
を
知
っ
た
１
９
６

０
年
代
に
は
、
兵
庫
県
の
保

険
行
政
は
非
常
に
厳
し
い
指

導
が
行
わ
れ
て
い
た
。
平
均

点
数
以
上
の
先
生
は
下
げ
ら

表彰者あいさつ表彰者あいさつ

　

私
事
に
な
る
が
、
三
女
が
こ
の

春
か
ら
歯
科
医
師
と
し
て
、
長
男

は
医
師
と
し
て
研
修
医
に
な
っ
て

い
る
。
協
会
の
皆
さ
ま
方
の
ご
要

望
は
、
私
に
と
っ
て
も
ま
っ
た
く

他
人
事
で
は
な
い
。
こ
れ
か
ら
も

協
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
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病
院
も
協
会
に
親
近
感

力
合
わ
せ

地
域
包
括
ケ
ア
実
践
へ

危
機
的
状
況
を
改
め
る
た
め

協
会
が
社
会
リ
ー
ド
を

協
会
の
今
後
の
発
展
に

手
を
取
り
合
い
が
ん
ば
り
た
い

杉
村　

和
朗　
神
戸
大
学
副
学
長

一
般
社
団
法
人
兵
庫
県
病
院
協
会
副
会
長

成
田　

康
子　
公
益
社
団
法
人
兵
庫
県
看
護
協
会
会
長

菊
池　

英
博　
日
本
金
融
財
政
研
究
所
所
長

藤
原　

利
秀　
富
国
生
命
保
険
相
互
会
社
取
締
役
副
社
長
執
行
役
員

来
賓
あ
い
さ
つ

来
賓
あ
い
さ
つ

　

地
域
包
括
ケ
ア
を
実
践
、
ま
た

成
功
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
こ

こ
に
お
ら
れ
る
協
会
の
先
生
方
、

わ
れ
わ
れ
看
護
協
会
、
そ
し
て
そ

の
他
の
医
療
団
体
が
と
も
に
手
を

取
り
合
う
こ
と
が
必
要
だ
。
国
民

　

私
が
医
療
関
係
の
こ
と
に
非
常

に
興
味
を
も
っ
た
の
は
小
泉
構
造

改
革
の
時
だ
。
医
療
費
を
ば
っ
さ

り
削
減
す
る
小
泉
首
相
の
暴
挙
に

怒
り
を
感
じ
た
が
、
調
べ
る
と
、

日
本
は
財
政
危
機
で
は
な
く
、
政

策
が
間
違
っ
て
い
る
と
分
か
っ

が
安
全
・
安
心
の
医
療
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
、
最
期
の
瞬
間
ま

で
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
力
し
た

い
。

　

チ
ー
ム
医
療
の
重
要
性
が
強
調

さ
れ
て
い
る
。
協
会
の
先
生
方
と

協
力
し
て
、
地
域
で
、
在
宅
で
と

も
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思

う
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
た
い
。

た
。
皆
さ
ん
ご
存
知
の
通
り
、
社

会
的
格
差
が
大
変
大
き
く
な
っ
て

お
り
、
危
機
的
状
態
だ
。
日
米
同

盟
の
強
化
で
軍
事
費
が
増
え
る
と

医
療
に
回
る
金
も
な
く
な
る
。

　

協
会
が
社
会
に
大
き
な
問
題
意

識
を
も
ち
、
社
会
全
体
を
良
く
し

よ
う
と
積
極
的
に
行
動
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
敬
意
を
表
す
る
。
先
生

方
が
社
会
の
中
心
に
立
っ
て
大
き

く
社
会
を
リ
ー
ド
す
る
こ
と
が
、

危
機
を
救
う
道
と
思
っ
て
い
る
。

斎
藤
洋
一
神
戸
大
学
医
学
部
附
属
病
院
名

誉
教
授
、
二
木
立
日
本
福
祉
大
学
名
誉
教

授
・
前
学
長
、
杉
村
和
朗
兵
庫
県
病
院
協

会
副
会
長
、
具
英
成
甲
南
病
院
院
長
、
細

谷
亮
神
戸
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
中
央
市
民

病
院
院
長
、
吉
田
俊
一
明
石
医
療
セ
ン
タ

ー
副
院
長
・
消
化
器
内
視
鏡
セ
ン
タ
ー

長
、
大
西
尚
・
明
石
医
療
セ
ン
タ
ー
副
院

長
、
浅
香
隆
久
兵
庫
あ
お
の
病
院
院
長
、

竹
内
康
人
神
戸
市
立
西
神
戸
医
療
セ
ン
タ

ー
院
長
、
藤
井
正
彦
神
戸
低
侵
襲
が
ん
医

療
セ
ン
タ
ー
理
事
長
・
病
院
長
、
橋
本
靖

兵
庫
県
立
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
中
央
病

院
院
長
、
藤
澤
正
人
神
戸
大
学
大
学
院
医

学
研
究
科
長
・
医
学
部
長
、
藤
末
衛
全
日

本
民
主
医
療
機
関
連
合
会
会
長
、
越
智
文

雄
自
衛
隊
阪
神
病
院
院
長
、
中
村
誠
神
戸

大
学
医
学
部
附
属
病
院
副
院
長
・
眼
科
教

授
、
大
澤
芳
清
兵
庫
県
民
主
医
療
機
関
連

合
会
会
長
、
宮
澤
祐
子
医
療
法
人
健
昭
会

な
に
わ
病
院
院
長
、
住
江
憲
勇
保
団
連
会

長
、
中
重
治
保
団
連
事
務
局
長
、
太
田
志

朗
滋
賀
県
保
険
医
協
会
理
事
長
、
羽
柴
維

潤
滋
賀
県
保
険
医
協
会
事
務
局
長
、
飯
田

哲
夫
京
都
府
保
険
医
協
会
理
事
、
北
川
善

猛
京
都
府
歯
科
保
険
医
協
会
理
事
長
、
福

田
崇
京
都
府
歯
科
保
険
医
協
会
事
務
局

長
、
高
本
英
司
大
阪
府
保
険
医
協
会
理
事

長
、
宇
都
宮
健
弘
大
阪
府
保
険
医
協
会
副

理
事
長
、
渡
辺
征
二
大
阪
府
保
険
医
協
会

事
務
局
長
、
小
澤
力
大
阪
府
歯
科
保
険
医

協
会
理
事
長
、
和
田
武
大
阪
府
歯
科
保
険

医
協
会
事
務
局
長
、
中
村
厚
大
阪
府
保
険

医
協
同
組
合
理
事
長
、
湯
浅
直
巳
大
阪
府

保
険
医
協
同
組
合
専
務
理
事
、
青
山
哲
也

奈
良
県
保
険
医
協
会
理
事
長
、
龍
神
弘
幸

和
歌
山
県
保
険
医
協
会
理
事
長
、
上
野
佳

男
和
歌
山
県
保
険
医
協
会
事
務
局
長
、
細

田
悟
東
京
保
険
医
協
会
理
事
、
吉
良
直
子

熊
本
県
保
険
医
協
会
女
性
部
副
部
長
、
元

佐
龍
兵
庫
県
健
康
福
祉
部
健
康
局
医
務
課

長
、
雨
松
真
希
人
「
保
険
で
良
い
歯
科
医

療
を
」
全
国
連
絡
会
会
長
、
成
田
康
子
兵

庫
県
看
護
協
会
会
長
、
榊
由
美
子
兵
庫
県

栄
養
士
会
会
長
、
盛
山
正
仁
衆
議
院
議

員
、
桜
井
周
衆
議
院
議
員
、
清
水
忠
史
衆

議
院
議
員
、
大
門
実
紀
史
参
議
院
議
員
、

清
水
貴
之
参
議
院
議
員
、
辻
泰
弘
元
参
議

院
議
員
・
元
厚
生
労
働
副
大
臣
、
井
坂
信

彦
前
衆
議
院
議
員
、
金
田
峰
生
日
本
共
産

党
国
会
議
員
団
兵
庫
事
務
所
長
、
堀
江
智

大
樹
生
命
保
険
㈱
常
務
執
行
役
員
営
業
推

進
統
括
本
部
長
、
中
野
宏
亮
大
樹
生
命
保

険
㈱
神
戸
支
社
長
、
中
村
正
浩
大
樹
生
命

保
険
㈱
神
戸
支
社
法
人
推
進
部
長
、
並
木

肇
大
樹
生
命
保
険
㈱
姫
路
支
社
長
、
松
永

学
大
樹
生
命
保
険
㈱
姫
路
支
社
課
長
、
藤

原
利
秀
富
国
生
命
保
険
（
相
）
取
締
役
副

社
長
執
行
役
員
、
鬼
澤
英
生
富
国
生
命
保

険
（
相
）
業
務
部
部
長
、
崎
村
美
穂
富
国

生
命
保
険
（
相
）
神
戸
支
社
長
、
服
部
直

樹
富
国
生
命
保
険
（
相
）
神
戸
支
社
市
場

開
発
推
進
部
長
、
高
野
功
明
治
安
田
生
命

保
険
（
相
）
関
西
公
法
人
部
法
人
部
長
、

脇
野
修
一
明
治
安
田
生
命
保
険
（
相
）
関

西
公
法
人
部
法
人
営
業
第
一
部
法
人
営
業

部
長
、
江
原
典
彦
太
陽
生
命
保
険
㈱
西
日

本
法
人
営
業
部
長
、
堀
口
大
輔
太
陽
生
命

保
険
㈱
西
日
本
法
人
営
業
部
副
長
、
大
樹

生
命
保
険
㈱
神
戸
支
社　

酒
井
妙
・
高
津

恵
子
・
岩
切
典
子
・
中
田
裕
子
・
橋
本
智

子
・
渡
邊
洋
子
・
島
倉
弘
美
、
大
樹
生
命

保
険
㈱
姫
路
支
社　

中
澤
静
子
・
万
徳
恵

子
・
宮
本
英
子
、
富
国
生
命
保
険
（
相
）

神
戸
支
社　

古
結
由
美
・
名
村
冬
葉
・
古

谷
香
菜
子
・
森
崎
由
佳
・
山
本
美
由
紀
・

宮
本
智
子
・
亀
井
美
智
代
・
稲
美
知
子
・

長
谷
川
ミ
カ
、
木
元
健
三
井
住
友
海
上
火

災
保
険
㈱
神
戸
支
店
長
、
西
村
譲
太
三
井

住
友
海
上
火
災
保
険
㈱
神
戸
支
店
神
戸
法

人
営
業
課
長
、
三
井
住
友
海
上
火
災
保
険

㈱
神
戸
支
店　

北
亜
希
穂
、
草
野
慎
一
郎

京
都
銀
行
六
甲
道
支
店
長
、
南
善
章
京
都

銀
行
神
戸
支
店
長
、
小
牧
英
夫
協
会
顧
問

弁
護
士
・
神
戸
花
く
ま
法
律
事
務
所
、
浦

上
立
志
協
会
顧
問
税
理
士
・
浦
上
立
志
税

理
士
事
務
所
、
川
西
譲
弁
護
士
・
阪
神
合

同
法
律
事
務
所
、
川
西
絵
理
弁
護
士
・
阪

神
合
同
法
律
事
務
所
、
野
田
倫
子
弁
護
士

・
神
戸
花
く
ま
法
律
事
務
所
、
田
口
智
弘

税
理
士
・
田
口
智
弘
税
理
士
事
務
所
、
松

田
力
税
理
士
・
社
会
保
険
労
務
士
・
松
田

力
税
理
士
・
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所
、

菊
池
英
博
日
本
金
融
財
政
研
究
所
所
長
、

谷
守
正
康
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ま
ち
づ
く
り
神
戸
副
理

事
長
、
春
井
久
志
関
西
学
院
大
学
経
済
学

部
教
授
、
鎌
谷
勇
宏
大
谷
大
学
教
員
、
阿

江
善
春
兵
庫
県
高
齢
者
生
活
協
同
組
合
理

事
長
、
畦
布
和
隆
阪
神
・
淡
路
大
震
災
救

援
・
復
興
兵
庫
県
民
会
議
代
表
委
員
、
岩

田
伸
彦
阪
神
・
淡
路
大
震
災
救
援
・
復
興

兵
庫
県
民
会
議
事
務
局
長
、
磯
谷
吉
夫
兵

庫
県
商
工
団
体
連
合
会
会
長
、
柳
田
洋
兵

庫
障
害
者
連
絡
協
議
会
会
長
、
井
上
義
治

兵
庫
障
害
者
連
絡
協
議
会
事
務
局
長
、
ひ

ょ
う
ご
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

大
橋
豊
、

岡
本
毅
一
全
日
本
年
金
者
組
合
兵
庫
県
本

部
執
行
委
員
長
、
堤
匠
兵
庫
県
社
会
保
障

推
進
協
議
会
事
務
局
長
、
出
口
俊
一
兵
庫

県
震
災
復
興
研
究
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
、

成
山
太
志
兵
庫
県
労
働
組
合
総
連
合
議

長
、
藤
岡
東
洋
雄
協
同
組
合
兵
庫
県
保
険

鍼
灸
師
会
理
事
長
、
森
井
秀
文
ひ
ょ
う
ご

聴
覚
障
害
者
事
業
活
動
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
務
局
長
、
森
口
眞
良
兵
庫
県
生
活
と

健
康
を
守
る
会
連
合
会
会
長
、
堀
田
圭
佑

兵
庫
県
医
療
労
働
組
合
連
合
会
書
記
次

長
、
竹
村
知
洋
㈱
関
西
共
同
印
刷
所
代
表

取
締
役
社
長
、
森
栗
竜
㈱
関
西
共
同
印
刷

所
営
業
部
１
課
係
長
、
東
野
健
悟
ミ
ヤ
コ

在
宅
医
療
サ
ー
ビ
ス
㈱
部
長
、
後
藤
渉
ミ

ヤ
コ
在
宅
医
療
サ
ー
ビ
ス
㈱
主
任
、
小
林

信
之
新
日
本
プ
ロ
セ
ス
㈱
取
締
役
営
業
本

部
長
、
佐
藤
匠
新
日
本
プ
ロ
セ
ス
㈱
デ
ザ

イ
ナ
ー
、
野
嶋
千
絵
新
日
本
プ
ロ
セ
ス
㈱

営
業
部
員
、
田
中
義
行
㈱
オ
フ
ィ
ス
べ
ん

け
い
営
業
・
業
務
部
部
長
、
㈱
国
際
ツ
ー

リ
ス
ト
ビ
ュ
ー
ロ
ー　

安
野
靖
、
文
学
堂

　

中
川
良
子
、
元
事
務
局　

鈴
木
亜
佐
子

・
高
山
忠
徳
・
松
村
佳
人
・
立
石
智
子
・

納
富
章
宏

保
険
医
協
会
・
医
会
、
協
同
組
合　

全
国

保
険
医
団
体
連
合
会
会
長　

住
江
憲
勇
、

北
海
道
、
岩
手
、
宮
城
、
秋
田
、
山
形
、

福
島
、
茨
城
、
栃
木
、
埼
玉
、
千
葉
、
東

京
、
東
京
歯
、
神
奈
川
、
山
梨
、
岐
阜
、

静
岡
、
愛
知
、
三
重
、
滋
賀
、
京
都
、
京

都
歯
、
大
阪
、
大
阪
歯
、
奈
良
、
和
歌

山
、
鳥
取
、
島
根
、
広
島
、
山
口
、
徳

島
、
香
川
、
愛
媛
、
高
知
、
福
岡
、
福
岡

歯
、
佐
賀
、
長
崎
、
熊
本
、
大
分
、
宮

崎
、
沖
縄
、
大
阪
協
同
組
合
、
保
険
医
共

済
会
理
事
長　

野
井
洋
正
、
保
団
連
副
会

長　

馬
場
淳
・
田
辺
隆
・
高
本
英
司
・
齋

藤
み
ち
子
・
三
浦
清
春
、
保
団
連
理
事　

橋
本
透
・
森
明
彦
・
小
山
田
榮
二
・
杉
目

博
厚
・
中
島
幸
裕
・
柴
沼
博
之
・
武
田
浩

一
・
岡
本
正
史
・
細
田
悟
・
細
部
千
晴
・

野
本
哲
夫
・
山
本
晴
章
・
市
川
誠
・
竹
田

智
雄
・
池
潤
・
大
藪
憲
治
・
鵜
飼
伸
・
太

田
志
朗
・
鈴
木
卓
・
安
藤
元
博
・
宇
都
宮

健
弘
・
池
田
正
樹
・
緒
方
一
昌
・
納
田
一

徳
・
永
瀬
勉
・
新
井
良
一
・
本
田
孝
也
・

賀
来
進
、
保
団
連
監
査　

竹
﨑
三
立
、
保

団
連
顧
問　

鮫
島
千
秋
・
浅
井
武
彦
・
室

生
昇
、
保
団
連
参
与　

板
井
八
重
子
・
大

川
浩
正
・
小
笠
原
敏
夫
・
坂
根
敏
治
・
清

水
達
雄
・
竹
山
惣
一
・
寺
本
勅
男
・
中
村

厚
・
藤
田
敏
博
・
松
井
岩
美
・
谷
田
部
雄

二
、
京
都
府
歯
科
保
険
医
協
会
顧
問　

秋

山
和
雄
、
京
都
府
歯
科
保
険
医
協
会
理
事

長　

北
川
善
猛
、
大
阪
府
保
険
医
協
会
副

理
事
長　

川
崎
美
栄
子
、
奈
良
県
保
険
医

協
会
理
事
長　

青
山
哲
也
、
福
岡
県
歯
科

保
険
医
協
会　

月
俣
博
通
、
熊
本
県
保
険

医
協
会
理
事　

本
庄
弘
次
、
熊
本
県
保
険

医
協
会
女
性
部
副
部
長　

吉
良
直
子
、
鹿

児
島
県
保
険
医
協
会
会
長　

高
岡
茂
、
滋

賀
県
保
険
医
協
会
事
務
局
長　

羽
柴
維
潤

医
療
関
係
団
体　

兵
庫
県
医
師
会
会
長　

空
地
顕
一
、
兵
庫
県
歯
科
医
師
会
会
長　

澤
田
隆
、
神
戸
市
医
師
会
会
長　

置
塩

隆
、
兵
庫
県
看
護
協
会
会
長　

成
田
康

子
、
兵
庫
県
栄
養
士
会
会
長　

榊
由
美

子
、
兵
庫
県
栄
養
士
会
理
事　

上
野
樹
世

・
河
内
清
美
、
全
国
自
治
体
病
院
協
議
会

会
長　

小
熊
豊
、
労
働
者
健
康
安
全
機
構

理
事
長　

有
賀
徹
、
地
域
医
療
機
能
推
進

機
構
理
事　

前
野
一
雄
、
神
戸
大
学
医
学

部
附
属
病
院
肝
胆
膵
外
科
教
授　

味
木
徹

夫
、
神
戸
大
学
医
学
部
附
属
病
院
呼
吸
器

外
科
教
授　

眞
庭
謙
昌
、
神
戸
大
学
医
学

部
附
属
病
院
皮
膚
科
教
授　

錦
織
千
佳

子
、
神
戸
大
学
医
学
部
附
属
病
院
耳
鼻
咽

喉
科
教
授　

丹
生
健
一
、
神
戸
大
学
医
学

部
附
属
病
院
救
命
救
急
科
教
授　

小
谷
穣

治
、
神
戸
大
学
医
学
部
附
属
病
院
消
化
器

内
科
教
授　

児
玉
裕
三
、
神
戸
大
学
医
学

部
附
属
病
院
放
射
線
診
断
科
教
授　

村
上

卓
道
、
兵
庫
医
科
大
学
病
院
救
急
科
主
任

教
授　

平
田
淳
一
、
兵
庫
医
科
大
学
病
院

眼
科
主
任
教
授　

五
味
文
、
兵
庫
医
科
大

学
病
院
産
科
婦
人
科
教
授　

柴
原
浩
章
、

兵
庫
医
科
大
学
病
院
上
部
消
化
管
外
科
主

任
教
授　

篠
原
尚
、
兵
庫
県
立
尼
崎
総
合

医
療
セ
ン
タ
ー
小
児
科
科
長　

毎
原
敏

郎
、
市
立
川
西
病
院
病
院
長　

野
崎
秀

一
、
神
戸
労
災
病
院
院
長　

鷲
見
正
敏
、

神
鋼
記
念
病
院
病
院
長　

東
山
洋
、
兵
庫

県
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
セ
ン
タ
ー
長　

中

山
伸
一
、
兵
庫
県
立
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
中
央
病
院
院
長　

橋
本
靖
、
芦
屋
市
病

院
事
業
管
理
者　

佐
治
文
隆
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
医

療
制
度
研
究
会　

本
田
宏
、
中
京
大
学
ス

ポ
ー
ツ
科
学
部
教
授　

坂
本
龍
雄
、
わ
た

り
病
院
医
師　

齋
藤
紀
、
西
淀
病
院
院
長

　

大
島
民
旗
、
菊
陽
病
院
歯
科
医
師　

山

口
彩
子
、
さ
く
ら
歯
科　

田
村
尚
子
、
と

よ
み
生
協
病
院
内
科　

仲
西
常
雄
、
照
屋

歯
科
医
院
院
長　

照
屋
正
信
、
南
相
馬
市

大
町
病
院
非
常
勤
看
護
師　

生
田
チ
サ
ト

議
員　

衆
議
院
議
員　

関
芳
弘
・
谷
公
一

・
山
田
賢
司
・
赤
羽
一
嘉
・
中
野
洋
昌
・

桜
井
周
・
清
水
忠
史
、
参
議
院
議
員　

大

門
実
紀
史
・
山
下
芳
生
・
小
池
晃
・
片
山

大
介
・
清
水
貴
之
、
前
衆
議
院
議
員　

堀

内
照
文

生
命
保
険
会
社
等　

富
国
生
命
保
険

（
相
）
取
締
役
社
長　

米
山
好
映
、
富
国

生
命
保
険
（
相
）
神
戸
支
社
長　

崎
村
美

穂
、
明
治
安
田
生
命
保
険
（
相
）
社
長　

根
岸
秋
男
、
明
治
安
田
生
命
保
険
（
相
）

関
西
公
法
人
部
長　

高
野
功
、
太
陽
生
命

保
険
㈱
西
日
本
法
人
営
業
部
長　

江
原
典

彦
、
㈱
三
井
住
友
銀
行
頭
取　

髙
島
誠
、

三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
㈱
神
戸
支
店
長

　

木
元
健

研
究
者
・
友
好
団
体
・
業
者
等　

現
代
教

育
行
政
研
究
会
代
表　

前
川
喜
平
、
日
本

金
融
財
政
研
究
所
所
長　

菊
池
英
博
、
京

都
大
学
法
科
大
学
院
教
授　

髙
山
佳
奈

子
、
京
都
大
学
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
実
践
ユ
ニ

ッ
ト
特
任
教
授　

青
木
泰
樹
、
神
戸
大
学

名
誉
教
授　

二
宮
厚
美
、
兵
庫
県
弁
護
士

会
会
長　

堺
充
廣
、
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
・
毛

利
・
友
常
法
律
事
務
所
顧
問
・
弁
護
士　

阪
田
雅
裕
、
神
戸
花
く
ま
法
律
事
務
所
弁

護
士　

小
牧
英
夫
・
野
田
倫
子
、
阪
神
合

同
法
律
事
務
所　

川
西
譲
・
川
西
絵
理
、

特
定
非
営
利
活
動
法
人
つ
な
ご
弁
護
士　

曽
我
智
史
、
浦
上
税
理
士
事
務
所
税
理
士

　

浦
上
立
志
、
田
口
智
弘
税
理
士
事
務
所

税
理
士　

田
口
智
弘
、
神
戸
共
同
経
理
事

務
所
税
理
士　

中
村
明
、
橋
本
税
理
士
事

務
所
税
理
士　

橋
本
恭
典
、
濵
西
税
理
士

事
務
所
税
理
士　

濵
西
敏
郎
、
松
田
税
理

会
計
事
務
所　

松
田
正
廣
、
松
田
力
税
理

士
・
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所　

松
田

力
、
オ
フ
ィ
ス
ヤ
ン
ジ
ン　

バ
イ
マ
ー
ヤ

ン
ジ
ン
、
全
国
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払

基
金
労
働
組
合
兵
庫
支
部
長　

宍
戸
友

美
、
兵
庫
県
医
療
労
働
組
合
連
合
会
書
記

次
長　

堀
田
圭
佑
、
兵
庫
県
自
治
体
問
題

研
究
所
、
兵
庫
県
震
災
復
興
研
究
セ
ン
タ

ー
事
務
局
長　

出
口
俊
一
、
兵
庫
障
害
者

連
絡
協
議
会
会
長　

柳
田
洋
、
兵
庫
県
聴

覚
障
害
者
協
会
理
事
長　

本
郷
善
通
、
尼

崎
公
害
患
者
・
家
族
の
会
会
長　

松
光

子
、
新
日
本
婦
人
の
会
兵
庫
県
本
部
、
兵

庫
県
母
親
大
会
連
絡
会
会
長　

中
村
治

子
、
原
水
爆
禁
止
兵
庫
県
協
議
会
事
務
局

長　

梶
本
修
史
、
全
日
本
年
金
者
組
合
兵

庫
県
本
部
執
行
委
員
長　

岡
本
毅
一
、
兵

庫
県
商
工
団
体
連
合
会
会
長　

磯
谷
吉

夫
、
兵
庫
県
生
活
と
健
康
を
守
る
会
連
合

会
会
長　

森
口
眞
良
、
ひ
ょ
う
ご
福
祉
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク　

大
橋
豊
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ま
ち
づ

く
り
神
戸
副
理
事
長　

谷
守
正
康
、
㈱
関

西
共
同
印
刷
所
代
表
取
締
役
社
長　

竹
村

知
洋
、
ミ
ヤ
コ
在
宅
医
療
サ
ー
ビ
ス
㈱
部

長　

東
野
健
悟
、
㈱
Ｎ
Ｍ
Ｓ
代
表
取
締
役

　

中
谷
道
人
、
㈱
エ
ム
シ
ー
シ
ス
テ
ム
代

表
取
締
役
社
長　

中
塚
幹
朗
、
㈱
さ
く
ら

ケ
ー
シ
ー
エ
ス
、
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
㈱
兵

庫
課
長　

大
西
秀
明
、
㈱
メ
デ
ィ
セ
オ
兵

庫
統
括
営
業
部
兵
庫
推
進
グ
ル
ー
プ
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー　

友
藤
雅
之
、
㈲
木
下
印
刷
所

代
表
取
締
役　

木
下
益
男
、
元
事
務
局　

岡
本
光
男
・
高
山
忠
徳
・
松
村
佳
人
・
堀

口
利
子
・
森
脇
檀
・
山
本
浩
子
・
黒
木
直

明
・
田
村
美
樹

ご
来
賓
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

祝
電
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

協
会
は
、
50
年
前
の
設
立
当
初

７
５
０
人
だ
っ
た
会
員
数
が
今
で

は
７
５
０
０
人
と
ほ
ぼ
10
倍
に
な

っ
た
と
伺
っ
た
。
と
て
も
す
ば
ら

し
い
こ
と
だ
と
思
う
。

　

協
会
の
会
員
は
開
業
医
の
先
生

方
が
中
心
と
い
う
こ
と
だ
が
、
病

院
協
会
の
中
で
も
、
会
合
の
時
に

先
生
方
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
協
会
の

話
が
出
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
親

近
感
を
持
っ
て
い
る
。

　

二
木
先
生
の
記
念
講
演
で
は
、

立
場
に
よ
り
い
ろ
い
ろ
な
考
え
方

が
あ
る
と
感
じ
た
。
医
療
機
関
の

控
除
対
象
外
消
費
税
の
問
題
で

は
、
国
立
大
学
病
院
も
発
言
力
が

弱
く
、
消
費
税
だ
け
で
10
億
円
も

負
担
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
も
大

学
病
院
の
負
担
額
は
際
立
っ
て
多

い
と
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
訴
え
て

き
た
が
、
こ
の
た
び
よ
う
や
く
補

填
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
、
ほ
っ
と

し
て
い
る
。
し
か
し
一
方
で
、
将

来
的
に
ど
う
い
う
制
度
設
計
が
さ

れ
る
の
か
、
ま
だ
は
っ
き
り
し
な

い
こ
と
は
、
大
変
不
安
に
思
っ
て

い
る
。

　

開
業
医
、
大
学
を
含
め
た
病
院

の
先
生
方
と
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
が

あ
る
と
思
う
が
、
国
民
の
健
康
を

守
る
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も

と
、
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思

う
。
今
後
と
も
協
会
が
発
展
す
る

こ
と
を
お
祈
り
す
る
。

　

常
日
頃
よ
り
当
社
の
神
戸
支
社

・
大
阪
北
支
社
の
営
業
ス
タ
ッ
フ

や
営
業
職
員
が
共
済
制
度
普
及
の

活
動
に
お
い
て
、
協
会
の
ご
指
導

・
ご
助
力
を
得
て
、
会
員
の
皆
さ

ま
に
訪
問
で
き
る
こ
と
を
こ
の
場

を
借
り
て
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ

る
。

　

ひ
と
口
に
50
年
と
言
っ
て
も
、

過
ぎ
て
み
れ
ば
早
く
感
じ
ら
れ
る

こ
と
と
思
う
が
、
当
初
は
十
数
名

の
有
志
の
方
々
が
「
保
険
医
ク
ラ

ブ
」
を
設
立
さ
れ
、
６
年
後
に
会

員
数
７
６
４
名
で
「
保
険
医
協

会
」
に
発
展
・
継
承
さ
れ
て
か
ら

今
日
に
い
た
る
と
伺
っ
て
い
る
。

　

保
険
医
協
会
は
「
開
業
保
険
医

の
経
営
と
生
活
・
権
利
を
守
る
こ

と
と
共
に
国
民
医
療
の
充
実
と
向

上
を
め
ざ
す
」
と
い
う
目
的
に
賛

同
さ
れ
る
会
員
を
増
や
し
て
こ
ら

れ
た
こ
と
。
通
常
業
務
は
も
ち
ろ

ん
、
地
域
医
療
を
支
え
て
こ
ら
れ

た
こ
と
。
四
半
世
紀
前
の
１
９
９

５
年
に
は
、「
阪
神
・
淡
路
大
震

災
」
を
経
験
さ
れ
、
復
興
に
ま
い

進
さ
れ
つ
つ
、
ま
だ
残
さ
れ
て
い

る
課
題
に
対
し
て
精
力
的
に
活
動

を
継
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
ま
た

そ
の
後
、
日
本
各
地
で
発
生
し
た

自
然
災
害
に
お
い
て
、
ご
経
験
を

活
か
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
活
動

を
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
つ

い
て
敬
意
を
表
す
る
。

　

私
た
ち
が
お
手
伝
い
で
き
る
の

は
協
会
の
業
務
の
ほ
ん
の
一
部
だ

が
、
今
後
と
も
60
年
、
70
年
、
１

０
０
年
と
お
互
い
が
タ
ス
キ
を
つ

な
ぎ
な
が
ら
、
各
々
の
目
標
に
向

か
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い

る
。
西
山
理
事
長
を
中
心
に
協
会

が
今
後
ま
す
ま
す
ご
発
展
さ
れ
ま

す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
る
。
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本
年
、
兵
庫
県
保
険
医
協
会
は
、
設
立
か
ら
50
周
年
を
迎
え
た
。
協
会
は
、

現
場
を
省
み
な
い
医
療
保
険
行
政
の
改
善
を
求
め
る
医
師
や
悲
惨
な
ア
ジ
ア
太

平
洋
戦
争
を
体
験
し
た
医
師
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
保
険
医
ク
ラ
ブ
を
前
身
と
し

て
い
る
。

　

協
会
設
立
後
は
、
開
業
保
険
医
の
経
営
と
生
活
、
権
利
を
守
る
と
と
も
に
、

社
会
保
障
の
制
度
拡
充
に
尽
力
し
、
国
民
と
と
も
に
、
一
貫
し
て
国
民
皆
保
険

制
度
を
守
り
続
け
て
き
た
。

　

同
時
に
、
戦
争
を
体
験
し
た
医
師
ら
は
、
志
を
同
じ
く
す
る
医
師
や
平
和
を

願
う
多
く
の
国
民
と
と
も
に
、
憲
法
に
謳
わ
れ
た
民
主
的
な
平
和
国
家
と
し
て

の
日
本
を
追
い
求
め
て
き
た
。

　

50
年
を
経
た
今
で
も
、
政
府
は
公
的
医
療
費
を
抑
制
し
、
患
者
窓
口
負
担
を

増
加
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
社
会
保
障
の
歴
史
に
逆
行
す
る
こ
れ
ら
の
給
付

減
と
負
担
増
は
、
医
療
に
お
け
る
社
会
保
障
の
所
得
再
分
配
機
能
を
破
壊
し
、

貧
困
と
格
差
を
拡
大
さ
せ
、
多
く
の
国
民
の
健
康
や
命
を
脅
か
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
政
府
は
社
会
保
障
の
充
実
を
口
実
に
消
費
税
増
税
を
強
行
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
今
必
要
な
こ
と
は
、
大
企
業
や
富
裕
層
に
応
分
の
負
担
を
求
め
、
医

療
・
社
会
保
障
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
現
下
の
経
済
情
勢
で
消
費
税
増

税
を
行
え
ば
、
国
民
生
活
の
困
窮
に
拍
車
を
か
け
る
こ
と
は
必
定
で
あ
る
。　

　

ま
た
、
安
倍
首
相
は
、
憲
法
尊
重
擁
護
の
義
務
を
蔑
ろ
に
し
、
９
条
改
定
に

改
め
て
意
欲
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
狙
い
は
自
衛
隊
を
世
界
中
で
戦
争
で
き
る

軍
隊
に
変
質
さ
せ
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
の
深
い
反
省
の
下
に
、
平
和
国
家
と

し
て
歩
ん
で
き
た
日
本
の
国
際
的
地
位
を
貶
め
る
も
の
で
、
決
し
て
許
す
こ
と

は
で
き
な
い
。

　

我
々
は
半
世
紀
に
わ
た
り
国
民
の
命
と
健
康
を
守
り
つ
づ
け
て
き
た
医
師
・

歯
科
医
師
の
団
体
と
し
て
、
今
後
も
国
民
医
療
の
充
実
と
向
上
を
は
か
る
た
め

に
、
い
っ
そ
う
努
力
す
る
。

記　
　

一 

、
能
力
に
応
じ
て
負
担
し
、
必
要
に
応
じ
て
給
付
を
受
け
る
と
い
う
社
会
保

障
の
原
則
を
徹
底
し
、
社
会
保
障
費
を
増
や
し
、
給
付
を
拡
大
す
る
こ
と
。

一 

、
消
費
税
の
10
％
増
税
を
中
止
し
、
医
療
に
は
ゼ
ロ
税
率
を
導
入
し
て
医
療

機
関
の
控
除
対
象
外
消
費
税
負
担
を
解
消
す
る
こ
と
。

一 

、
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
を
実
現
す
る
た
め
、
歯
科
技
術
料
を
正
当
に

評
価
し
、
保
険
適
用
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
。

一 

、
東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震
な
ど
災
害
被
災
者
に
対
し
、
国
の
責
任
で
支

援
を
抜
本
的
に
強
め
る
こ
と
。

一 

、
再
稼
働
し
た
原
発
を
直
ち
に
停
止
し
、
原
発
ゼ
ロ
政
策
の
推
進
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
拡
大
を
進
め
る
こ
と
。

一 

、
日
本
国
憲
法
を
守
り
、
日
本
国
憲
法
の
理
念
が
行
き
届
く
社
会
を
実
現
す

る
憲
法
通
り
の
国
づ
く
り
を
め
ざ
す
こ
と
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。

 

２
０
１
９
年
６
月
16
日　

兵
庫
県
保
険
医
協
会

記念講演記念講演

記念祝賀会記念祝賀会

表 彰 式表 彰 式

協会に永年貢献した現役役員等を表彰

記念講演には満席204人が参加した

次の半世紀へ向けて「がんばろう！」

日
本
福
祉
大
学
の
二
木
立
名
誉
教
授
が
「
今
後
の
超
高
齢
・
少
子
社
会
と

国
民
皆
保
険
制
度
の
財
源
選
択
」
に
つ
い
て
熱
演　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほろ酔い気分で記念撮影

祝賀会会場は、集まった多くの来賓・会員でいっぱいになった

神戸大学医学部クラシック音楽愛好会と
兵庫医科大学室内楽団有志による演奏が
会場を盛り上げた　　　　　　　　　　

保団連・協会などからの来賓が兵庫協会設立50周年を
祝って鏡開きを行った　　　　　　　　　　　　　　

設立50周年
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国
民
消
費
が
導
く

国
民
消
費
が
導
く

経
済
成
長

経
済
成
長

　

本
日
は
、
消
費
増
税
で
は
な

く
、
減
税
こ
そ
が
日
本
に
必
要
な

財
政
政
策
だ
と
い
う
話
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

ま
ず
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
つ
い
て
説
明

す
る
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
、
わ
れ
わ
れ
の

所
得
の
合
計
値
だ
。
現
在
日
本
の

実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
５
０
０
兆
円
程
度

で
、
日
本
人
全
体
で
１
年
間
に
５

０
０
兆
円
稼
い
で
い
る
。
誰
か
が

そ
の
お
金
を
払
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
だ
。

　

支
払
い
方
に
は
消
費
と
投
資
の

２
種
類
あ
る
。
消
費
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の

60
％
、
約
３
０
０
兆
円
を
占
め
て

い
る
。
投
資
と
い
う
の
は
、
工
場

や
病
院
を
建
て
た
り
、
機
械
を
買

っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
が
15

％
、
約
75
兆
円
を
占
め
る
。
残
り

の
25
％
は
政
府
の
支
出
で
、
国
が

道
路
を
つ
く
っ
た
り
、
社
会
保
障

費
を
支
払
っ
た
り
、
公
務
員
の
給

料
を
支
払
う
こ
と
だ
。

　

こ
れ
ら
を
あ
わ
せ
て
約
５
０
０

兆
円
で
、
経
済
成
長
は
こ
の
金
額

が
増
え
る
こ
と
だ
。
ま
ず
、
こ
の

こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

　

さ
て
、
図
１
は
95
年
か
ら
15
年

ま
で
の
各
国
の
成
長
率
ラ
ン
キ
ン

グ
だ
。
20
年
間
で
、
全
世
界
平
均

で
１
３
９
％
伸
び
て
い
る
。
中
国

は
１
４
１
４
％
だ
。
先
進
国
の
成

長
率
は
低
い
が
、
ド
イ
ツ
で
も
30

％
だ
。
そ
の
な
か
で
唯
一
成
長
し

て
い
な
い
国
が
日
本
だ
。
成
長
し

て
い
な
い
ど
こ
ろ
か
、
20
％
も
マ

イ
ナ
ス
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
く
ら
い
仕
方
な
い
か
も
し

れ
な
い
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
経
済
は
身
長
の
よ
う
な
も

の
で
、
通
常
は
伸
び
続
け
る
。
他

の
国
は
す
べ
て
成
長
し
て
い
る
。

　

な
お
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
な
ど
と

言
わ
れ
る
が
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
外
国
人

の
消
費
が
与
え
る
影
響
は
１
％
程

度
で
あ
ま
り
関
係
が
な
い
。
日
本

が
経
済
成
長
す
る
に
は
、
日
本
人

が
日
本
国
内
で
金
を
使
わ
な
い
と

い
け
な
い
と
い
う
の
が
基
本
だ
。

消
費
が
増
え
れ
ば
、
売
り
上
げ
が

伸
び
た
店
は
新
規
出
店
を
し
、
工

場
が
作
ら
れ
る
な
ど
投
資
も
増
え

る
。
経
済
成
長
は
わ
れ
わ
れ
の
消

費
が
導
い
て
い
る
の
だ
。

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
よ
り

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
よ
り

恐
ろ
し
い
消
費
税

恐
ろ
し
い
消
費
税

　

図
２
を
見
て
ほ
し
い
。
実
質
民

間
最
終
消
費
支
出
は
、
94
年
に
は

約
２
４
０
兆
円
だ
っ
た
の
が
、
18

年
に
は
約
３
０
０
兆
円
と
、
一
応

な
っ
て
い
る
。

　

も
っ
と
恐
ろ
し
い
こ
と
が
あ

る
。
伸
び
率
を
見
て
ほ
し
い
。
消

費
税
を
５
％
に
引
き
上
げ
る
前
の

伸
び
率
は
２
・
８
％
程
度
だ
っ
た

が
、
増
税
後
は
１
・
２
％
と
３
分

の
１
ほ
ど
に
下
落
し
て
い
る
。
リ

ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
や
震
災
後
は
落

ち
込
ん
だ
後
、
伸
び
率
は
上
が
っ

て
い
る
が
、
消
費
増
税
後
は
低
い

伸
び
率
が
続
く
。
消
費
増
税
は
リ

ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
よ
り
、
何
倍
も

恐
ろ
し
い
経
済
破
壊
兵
器
だ
。

　

消
費
税
は
、
消
費
に
対
す
る
罰

金
だ
。「
炭
素
税
」
が
炭
素
利
用

を
減
ら
す
た
め
の
税
金
で
あ
る
よ

う
に
、「
○
○
税
」
と
い
う
税
金

は
○
○
を
減
ら
す
た
め
の
も
の

で
、
消
費
税
は
、
消
費
を
減
ら
す

た
め
の
税
な
の
だ
。

　

消
費
が
減
少
す
れ
ば
、
経
済
成

長
が
止
ま
る
。
消
費
税
は
成
長
を

止
め
る
。
こ
の
ロ
ジ
ッ
ク
が
全
く

日
本
国
民
に
知
ら
さ
れ
て
い
な

い
。
う
そ
と
真
実
の
隠
蔽
が
ま
か

　

消
費
税
で
賃
金
が
下
が
る
の

は
、
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
あ
る
。
実
質

賃
金
は
、
額
面
の
賃
金
を
物
価
で

調
整
し
た
も
の
で
、
実
際
ど
れ
だ

け
の
も
の
が
買
え
る
か
を
表
し
て

い
る
。
消
費
税
を
３
％
上
げ
る

と
、
物
価
が
必
ず
一
律
３
％
上
が

る
の
で
、
１
０
０
％
間
違
い
な
く

実
質
賃
金
は
下
落
す
る
。

　

実
質
賃
金
が
減
れ
ば
消
費
は
減

る
。
消
費
が
減
れ
ば
賃
金
が
減
少

し
、
ま
た
消
費
が
減
る
。
デ
フ
レ

と
い
う
悪
魔
の
ス
パ
イ
ラ
ル
が
起

こ
る
。
８
％
消
費
増
税
後
３
年

で
、
消
費
は
約
９
％
、
約
34
万
円

減
少
し
た
。

　

90
年
代
日
本
は
世
界
に
冠
た
る

経
済
大
国
だ
っ
た
。
95
年
、
世
界

の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
日
本
の
シ
ェ

ア
は
17
・
５
％
で
中
国
の
約
８
倍

あ
っ
た
。
97
年
の
増
税
で
名
目
Ｇ

Ｄ
Ｐ
が
伸
び
な
く
な
り
、
15
年
に

は
シ
ェ
ア
は
５
・
９
％
と
中
国
15

・
０
％
の
約
３
分
の
１
と
な
り
、

経
済
大
国
と
言
え
な
く
な
っ
た
。

　

１
世
帯
あ
た
り
の
平
均
所
得
金

額
は
、
97
年
の
消
費
増
税
か
ら
１

３
５
万
円
減
っ
た
。
10
年
な
ら
１

３
５
０
万
円
、
20
年
で
２
７
０
０

万
円
に
な
り
、
こ
れ
だ
け
あ
れ

ば
、
家
を
建
て
ら
れ
る
し
、
車
も

買
え
る
。

消
費
増
税
は

消
費
増
税
は

税
収
も
減
ら
す

税
収
も
減
ら
す

　

経
済
成
長
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
れ

ば
、
税
収
も
減
る
。
財
務
省
は
、

税
収
を
増
や
そ
う
と
増
税
し
た
の

に
、
税
収
は
減
っ
て
い
る
。

　

赤
字
国
債
の
発
行
額
は
、
消
費

赤
字
国
債
発
行
額
の
平
均
は
22
兆

円
に
跳
ね
上
が
っ
た
。

　

し
か
も
、
所
得
税
・
法
人
税
の

平
均
税
率
が
低
下
し
て
い
る
。
こ

れ
は
税
の
仕
組
み
で
あ
る
累
進
性

に
よ
る
も
の
だ
。

　

消
費
税
は
す
べ
て
の
取
引
に
３

％
か
か
る
。
所
得
税
は
低
所
得
世

帯
で
は
税
率
が
５
％
で
、
所
得
が

上
が
る
に
従
っ
て
上
が
っ
て
い

く
。
高
度
成
長
期
や
バ
ブ
ル
の
よ

う
な
時
期
は
、
平
均
所
得
が
高
い

た
め
、
平
均
税
率
は
高
く
な
る
。

と
こ
ろ
が
今
、
消
費
増
税
に
よ
り

賃
金
が
減
っ
て
い
る
の
で
、
国
民

の
所
得
税
の
平
均
税
率
は
低
く
な

税
率
と
所
得
税
率
を
下
げ
て
い
る

の
だ
。消

費
税
減
税
で

消
費
税
減
税
で

日
本
を
豊
か
に

日
本
を
豊
か
に

　

こ
こ
ま
で
き
た
ら
、
今
や
る
べ

き
こ
と
は
簡
単
だ
。

　

ま
ず
は
増
税
凍
結
だ
け
で
な

く
、
消
費
減
税
を
行
う
こ
と
だ
。

消
費
税
を
ゼ
ロ
に
す
れ
ば
消
費
が

増
え
る
。
そ
し
て
賃
金
が
上
が

る
。
そ
う
す
れ
ば
、
さ
ら
に
消
費

が
増
え
る
。
こ
こ
で
重
要
な
の

は
、
消
費
の
中
身
だ
。
こ
れ
ま
で

ラ
ー
メ
ン
を
１
杯
食
べ
て
い
た
人

が
２
杯
に
す
る
の
で
な
く
、
ラ
ー

メ
ン
か
ら
ス
テ
ー
キ
を
食
べ
よ
う

と
な
る
。
発
泡
酒
が
ワ
イ
ン
に
な

る
。
消
費
文
化
が
豊
か
に
な
る
。

　

そ
う
す
る
と
、
１
回
に
使
う
金

額
が
増
え
て
、
利
益
が
増
え
、
以

前
よ
り
短
い
労
働
時
間
で
、
１
日

分
に
な
る
。
働
き
方
改
革
は
、
短

時
間
で
生
産
性
を
上
げ
ろ
と
い
う

が
、
そ
の
唯
一
の
方
法
は
デ
フ
レ

を
終
わ
ら
せ
る
こ
と
だ
。
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
人
は
、
働
く
時
間
は
短
い

が
、
豊
か
な
生
活
を
し
て
い
る
。

モ
ノ
の
単
価
が
高
い
か
ら
だ
。
薄

利
多
売
で
な
く
、
高
利
少
売
を
め

ざ
す
べ
き
だ
。
そ
の
た
め
に
は
、

デ
フ
レ
を
イ
ン
フ
レ
に
転
換
し
、

消
費
減
税
を
す
る
だ
け
で
か
な
り

前
に
進
む
。
ま
ず
は
消
費
税
を
５

％
に
下
げ
る
べ
き
だ
。

　

財
務
省
に
と
っ
て
も
、
賃
金
が

増
え
れ
ば
所
得
税
が
、
法
人
の
儲

け
が
増
え
れ
ば
法
人
税
が
増
え

る
。
年
３
％
の
成
長
で
良
い
。
10

年
経
て
ば
、
成
長
率
は
累
計
で
40

％
ほ
ど
に
な
る
。
消
費
税
を
ゼ
ロ

に
す
れ
ば
絶
対
成
長
す
る
。

　

Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
３
％
成
長
と
い
う
の

は
、
約
17
兆
円
だ
。
そ
れ
だ
け
Ｇ

Ｄ
Ｐ
が
増
え
れ
ば
税
収
は
２
兆
円

増
え
る
。
消
費
税
を
ゼ
ロ
に
す
れ

ば
、
税
収
は
単
純
計
算
で
２
兆
円

増
え
、
法
人
税
率
も
所
得
税
率
も

実
質
増
え
る
か
ら
３
兆
円
増
え

る
。
３
兆
円
が
10
年
増
え
れ
ば
30

兆
円
に
な
る
。
消
費
増
税
よ
り
も

豊
か
な
財
政
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
消
費
税
が
28

％
だ
が
成
長
で
き
て
い
る
じ
ゃ
な

い
か
と
い
う
反
論
が
あ
る
だ
ろ
う

が
、
こ
の
理
由
は
簡
単
だ
。
日
本

で
も
、
89
年
に
消
費
税
を
導
入
し

た
と
き
に
影
響
が
あ
っ
た
か
と
い

え
ば
な
か
っ
た
。
消
費
税
増
税
と

い
う
の
は
モ
ノ
の
値
段
が
上
が
る

と
い
う
こ
と
だ
が
、
日
本
の
イ
ン

フ
レ
率
は
、
70
年
代
で
は
年
率
10

数
％
、
80
年
代
に
な
っ
て
も
５
％

く
ら
い
伸
び
て
い
た
。
徐
々
に
率

は
下
が
っ
て
い
た
が
、
２
〜
３
％

ず
つ
く
ら
い
物
価
が
上
が
っ
て
い

た
と
き
に
、
消
費
税
率
を
増
や
し

て
も
そ
れ
ほ
ど
影
響
が
な
い
。

　

消
費
税
の
増
税
を
し
た
い
な

ら
、
デ
フ
レ
か
ら
完
全
に
脱
却

し
、
物
価
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と

が
確
認
で
き
れ
ば
、
多
少
消
費
は

落
ち
て
も
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
物

価
が
上
が
っ
て
い
く
。
デ
フ
レ
時

の
消
費
増
税
は
絶
対
だ
め
だ
。

　

ま
た
、
社
会
保
障
費
が
毎
年
増

え
て
、
大
変
だ
か
ら
消
費
増
税
だ

と
言
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
あ
り
と

あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
間
違
っ
て
い

る
。
社
会
保
障
費
の
自
然
増
が
約

１
兆
円
増
え
て
大
変
だ
と
い
う

が
、
消
費
税
が
ゼ
ロ
な
ら
２
〜
３

兆
円
税
収
が
増
え
、
そ
の
半
分
を

社
会
保
障
に
回
し
た
ら
、
今
の
体

制
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

少
子
高
齢
化
で
大
変
と
い
う
か
も

し
れ
な
い
が
、
税
収
自
体
が
増
え

れ
ば
支
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

逆
に
、
少
子
高
齢
化
で
社
会
保

障
費
が
増
え
た
ら
、
消
費
税
率
を

天
井
知
ら
ず
に
上
げ
る
の
か
。
そ

ん
な
こ
と
は
不
可
能
だ
。
消
費
税

を
導
入
し
な
い
で
、
あ
る
い
は
減

税
す
れ
ば
、
成
長
率
が
確
保
で
き

て
、
社
会
保
障
費
を
ま
か
な
う
こ

と
が
で
き
る
。

　

協
会
が
５
月
19
日
に
開
催
し
た
第
95
回
評
議
員
会
特
別
講
演
「
今
、

日
本
に
必
要
な
金
融
・
経
済
・
財
政
政
策
」（
講
師
：
京
都
大
学
大
学

院
教
授　

藤
井
聡
氏
）
の
講
演
録
を
掲
載
す
る
。 

（
文
責
：
編
集
部
）

伸
び
て
い
る
。
し
か

し
、
４
回
大
き
く
減

少
し
て
い
る
部
分
が

あ
る
。
こ
の
う
ち
二

つ
は
、
リ
ー
マ
ン
シ

ョ
ッ
ク
と
東
日
本
大

震
災
・
原
発
事
故

で
、
あ
と
の
二
つ

は
、
消
費
税
増
税

だ
。
消
費
増
税
が
消

費
を
冷
え
込
ま
せ
、

経
済
停
滞
の
原
因
に

税
を
増
税
し
た

97
年
ま
で
は
年

間
３
〜
４
兆
円

く
ら
い
で
推
移

し
て
い
た
。
財

務
省
は
、
消
費

増
税
に
よ
っ

て
、
４
〜
５
兆

円
税
収
が
増
え

て
、
赤
字
国
債

が
ゼ
ロ
に
な
る

と
説
明
し
て
い

た
。
し
か
し
、

結
果
は
消
費
が

減
少
し
て
景
気

が
悪
く
な
り
、

所
得
税
も
法
人

税
も
減
少
し
、

【ふじい・さとし】京都大学大学院工
学研究科教授・レジリエンス実践ユニ
ット長。内閣官房参与（第２～４次安
倍内閣）。1991年京都大学工学部卒、
1993年同大学院工学研究科修士課程修
了後、スウェーデン・イエテボリ大学
心理学科客員研究員、東京工業大学教
授などを経て、現職。専門は公共政策
論、都市社会工学。著書に『10％消費
税が日本経済を破壊する』など

第95回評議員会特別講演「今、日本に必要な金融・経済・財政政策」講演録

消費税が日本経済を破壊する
京都大学大学院教授　　藤井　聡氏

図１　各国の「成長率」ランキング（1995年～2015年までの名目GDP成長率）

図２　実質民間最終消費支出の推移とその年換算伸び率図３　実質賃金の増減率

＋500
（％）

＋450
＋400
＋350
＋300
＋250
＋200
＋150
＋100
＋50
＋0
－50

＋139

＋1968
＋1414
＋832

＋30 －20

カ
タ
ー
ル

中
国
ベ
ト
ナ
ム

イ
ン
ド

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

エ
ジ
プ
ト

ベ
ネ
ズ
エ
ラ

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア

ア
イ
ル
ラ
ン
ド

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

メ
キ
シ
コ

フ
ィ
リ
ピ
ン

イ
ラ
ン

マ
レ
ー
シ
ア

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

ロ
シ
ア
ト
ル
コ

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク

カ
ナ
ダ

ノ
ル
ウ
ェ
ー

韓
国
世
界
平
均

ア
メ
リ
カ
合
衆
国

ブ
ラ
ジ
ル

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

イ
ギ
リ
ス

南
ア
フ
リ
カ

ス
イ
ス

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

オ
ラ
ン
ダ

イ
タ
リ
ア

フ
ラ
ン
ス

ギ
リ
シ
ャ

ド
イ
ツ
日
本

８％消費増税で、賃金が激しく下落した
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※内閣府統計より
　作成

り
通
っ
て
い

る
の
だ
。

　

図
３
は
実

質
賃
金
の
増

減
率
だ
。
消

費
が
伸
び
れ

ば
、
賃
金
が

増
え
る
。
高

度
経
済
成
長

期
か
ら
96
年

ま
で
ず
っ
と

賃
金
は
上
が

っ
て
い
た

が
、
消
費
増

税
、
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク

で
下
が
り
、

回
復
し
か
け

た
タ
イ
ミ
ン

グ
で
８
％
へ

の
消
費
増
税

を
行
っ
て
、

ま
た
下
が
っ

た
。

っ
て
い
る
。

　

法
人
税
も
同

じ
だ
。
法
人
税

は
、
外
形
標
準

課
税
を
除
く
と

儲
け
の
部
分
に

か
か
る
。
儲
け

て
い
る
企
業
は

３
割
程
度
だ
。

昔
は
半
分
以
上

の
企
業
が
黒
字

で
、
税
金
を
払

っ
て
い
た
。

　

消
費
増
税
は

実
質
的
な
法
人



兵 庫 保 険 医 新 聞 (昭和43年６月12日第三種郵便物認可)２０１９年(令和元年)７月５日(毎月３回５・15・25日発行)（７） 第１９１４号

感 想 文

2019年度個別指導・集団的個別指導等実施予定

医科診療所では「高点数」個別指導が高い割合で選定

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

山
中
栄
未
子
先
生

準
会
員　

眼
科

６
月
25
日 

亨
年
45
歳

◇
出
席　

16
人

◇
情
勢　

日
経
新
聞
は
、
病
床
機

能
報
告
の
結
果
に
つ
い
て
「
転
換

や
削
減
が
進
ま
な
い
の
は
、
自
治

体
が
運
営
す
る
公
立
病
院
や
日
本

赤
十
字
社
な
ど
の
公
的
病
院
が
改

革
を
避
け
て
い
る
た
め
」「
厚
労

省
は
赤
字
を
垂
れ
流
す
現
状
を
問

題
視
し
て
い
る
」
と
し
、「
厚
労

省
は
公
立
・
公
的
病
院
を
対
象

に
、
…
民
間
病
院
で
は
担
え
な
い

役
割
を
果
た
し
て
い
る
か
調
べ

る
」「
公
費
の
投
入
額
や
活
用
状

況
を
明
ら
か
に
し
、
問
題
の
あ
る

公
立
病
院
の
実
態
を
浮
き
彫
り
に

す
る
案
も
浮
上
」
と
報
道
し
た
。

◇
医
療
運
動
対
策　

①
消
費
税
増

税
対
策
「
10
月
消
費
税
10
％
ス
ト

ッ
プ
！
兵
庫
県
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

の
ア
ピ
ー
ル
賛
同
の
現
状
、
街
頭

宣
伝
（
６
／
22
）、
斎
藤
貴
男
氏

を
講
師
に
行
う
公
開
学
習
会
（
６

／
15
）、
②
ク
イ
ズ
で
考
え
る
日

本
の
医
療
、
③
青
森
協
会
か
ら
の

要
請
を
受
け
て
協
会
が
支
援
し
た

青
森
県
知
事
選
挙
結
果
等
に
つ
い

て
報
告
さ
れ
た
。

◇
組
織
強
化
月
間
と
共
済
普
及
対

策　

①
会
員
総
数
が
７
５
１
５
人

と
総
会
目
標
を
超
過
達
成
し
た
こ

と
、
②
共
済
制
度
の
魅
力
が
入
会

に
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
、
③
病

院
で
の
医
局
説
明
会
開
催
を
訴
え

る
な
ど
、
病
院
勤
務
医
へ
の
入
会

を
訴
え
た
経
験
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
災
害
対
策　

①
「
災
害
援
護
資

金
」
の
免
除
対
象
者
を
拡
大
す
る

「
災
害
弔
慰
金
法
改
正
案
」
が
５

月
31
日
、
成
立
し
た
こ
と
、
②
全

国
災
害
対
策
連
絡
会
総
会
な
ら
び

に
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
改
正

を
求
め
る
中
央
要
請
行
動
（
５
／

29
）
の
概
要
が
報
告
さ
れ
た
。

 

（
６
月
８
日　

理
事
会
よ
り
）

　不明熱は総合診療医の診断推論能力を最も試される分野の一つであ
る。不明熱診療において最も重要なことは、「普段からの“不明熱化”
の予防」と「不明熱の理解」、そして「不明熱の診断」である。
・ 普段から問診・診察を重んじ、曖昧な臨床情報を明確化することで
「不必要な不明熱化」を減らす。

・ あいまいな診断のもとでの抗菌薬・ステロイド治療を行わないこと
で、「不必要な不明熱」を生み出すことを避ける。

・ 不明熱の定義を理解するとともに、その定義に当てはまる前から不明
性を有する発熱患者を「不明熱」と認識するように心がける。

・ 不明熱と認識した際に、患者の持つ病歴・身体兆候を網羅し、「発熱
＋α」の情報を拾い上げるとともに、不明熱となりやすい疾患頻度を
知り、それぞれの疾患から想起される症状や所見の有無を整理する。

・ ただ闇雲に検査をオーダーすることなく、診断に必要となる検査を取
捨選択して行い、診断精度を高める。

本レクチャーでは主に「普段からの“不明熱化”の予防」と「不明熱の
理解」について論じる。 【佐田　記】

日　時　８月24日（土）17時～　　会　場　協会５階会議室
講　師　天理よろづ相談所病院　総合診療教育部　佐田　竜一先生

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1840まで

「よくわからない熱」を「不明熱」にまで
厳選するためのアプローチ

第555回診療内容向上研究会診療内容向上研究会

腔
の
状
態
に
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
の
こ

と
。

　

そ
れ
は
単
に
歯
周
病
治

療
と
か
義
歯
補
綴
に
限
局

し
た
話
で
は
な
く
て
、
介

護
ス
タ
ッ
フ
お
よ
び
介
護

者
へ
の
口
腔
ケ
ア
に
関
す

る
指
導
や
情
報
提
供
な
ど

も
含
ん
だ
、
流
動
的
で
有

機
的
な
介
入
の
こ
と
の
よ

う
だ
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
方
な
ど
に
も
、
も

っ
と
親
切
に
し
よ
う
と
思

っ
た
。

【
伊
丹
市
・
歯
科

 

　

川
村　

一
喜
】

し
て
施
設
の
退
所
や
退
院
な
ど
の

転
機
に
際
し
て
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
の

連
携
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
ま

た
、
施
設
・
病
院
・
居
宅
な
ど
で

訪
問
診
療
を
実
施
す
る
に
あ
た

需
要
は
あ
っ
て
も
、
新
規
参
入
す

る
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
分
野
だ
と
思

わ
れ
る
。
そ
ん
な
中
、
何
か
ら
始

め
た
ら
良
い
の
か
が
分
か
り
や
す

く
、
こ
れ
か
ら
訪
問
診
療
を
始
め

よ
う
と
す
る
諸
先
生
方
に
は
、
と

て
も
た
め
に
な
る
内
容
だ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。
ま
た
、

Ｗ
Ａ
Ｍ　

Ｎ
Ｅ
Ｔ
の
こ
と
は
知
ら

な
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
は
個
人
的

に
は
参
考
に
な
っ
た
。

　

続
い
て
、
朝
田
氏
の
講
演
よ

り
。
改
め
て
訪
問
診
療
に
付
随
す

る
他
職
種
と
の
情
報
共
有
の
や
や

こ
し
さ
を
感
じ
た
。
訪
問
診
療
が

始
ま
る
前
、
治
療
の
継
続
中
、
そ

　

歯
科
部
会
は
５
月
26
日
、
協
会

会
議
室
で
「
私
の
歯
科
訪
問
診
療

経
験
か
ら
」
と
題
し
、
歯
科
臨
床

談
話
会
を
開
催
。
た
だ
歯
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
（
伊
丹
市
）
の
多
田
和
彦

先
生
、
き
っ
か
わ
歯
科
医
院
（
宝

塚
市
）
と
つ
じ
歯
科
医
院
（
伊
丹

市
）
に
勤
務
す
る
歯
科
衛
生
士
の

朝
田
美
鈴
氏
が
話
題
提
供
を
行

い
、
会
員
、
ス
タ
ッ
フ
ら
96
人
が

参
加
し
た
。
川
村
一
喜
先
生
の
感

想
を
紹
介
す
る
。

　

ま
ず
は
、
多
田
先
生
の
講
演
よ

り
。
や
は
り
訪
問
診
療
は
や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。

り
、
純
粋
な
歯
科
治
療
の
部
分
は

全
体
の
流
れ
の
中
の
ご
く
一
部
で

あ
る
こ
と
も
再
認
識
し
た
。

　

そ
ん
な
中
で
も
、
特
に
歯
科
に

求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
「
食
事
支

援
」
つ
ま
り
、
食
事
の
で
き
る
口

　2019年度の指導等実施予定件数（表１）、および集団的個別指導選定（実
施）予定件数（表２）が明らかになった。協会が行った近畿厚生局兵庫事務所
への行政文書開示請求によるもの。
　今年度に予定されている個別指導は、医科病院が５件（昨年度２件）、医科
診療所が32件（同34件）、歯科が28件（同26件）。そのうち、選定理由が「高点
数」によるものが医科病院で３件（同０件）、医科診療所で17件（同22件）、歯
科で６件（同６件）予定されており、医科診療所で「高点数」によるものが高
い割合で選定されている。「情報提供」によるものは、医科病院で０件（同０
件）、医科診療所で４件（同２件）、歯科で２件（同３件）予定されている。
　なお、「高点数」による選定基準は、集団的個別指導を受けた医療機関のう
ち、翌年度の実績においてもなお、高点数医療機関に該当するもの（上位４
％）が対象とされている。

高点数理由の集団的個別指導は廃止を
　高点数医療機関を対象とした集団的個別指導は、病院18件、医科診療所259
件、歯科237件が対象となっている。集団的個別指導は、レセプト１件あたり
の診療科別平均点数の1.2倍（医科病院は1.1倍）を超え、かつ上位８％が対象
とされている。レセプト枚数30枚以下の医療機関や、前年度および前々年度に
集団的個別指導か個別指導を受けた医療機関は、対象から除外される。
　近畿厚生局兵庫事務所は、各医療機関から自院の平均点数について照会があ
れば回答するとしている（電話078－325－8925）。
　協会ではこれまで、高点数のみを理由とした個別指導や集団的個別指導は廃
止するよう厚生労働省や近畿厚生局に要請してきたが、さらに訴えを強めてい
る。
　今年度より、指導計画表が新たに開示されたため、今年度の集団的個別指導
の日程が明らかになった。
　　　　　
　　　　　　2019年度の集団的個別指導の実施日程（予定）
　　　　　　【医科】神戸会場　９月12日（木）県民会館
　　　　　　　　　　姫路会場　８月29日（木）姫路市民会館
　　　　　　【歯科】神戸会場　９月５日（木）県民会館
　　　　　　　　　　姫路会場　９月19日（木）姫路市民会館

適時調査は昨年並みの実施
　病院の施設基準調査（適時調査）は、今年度は118件と昨年度と同数が予定
されている。適時調査は全国的にも実施件数が増加傾向にあり、ほぼ３年に１
回のペースで調査に当たることとなっており、協会への相談も多数寄せられて
いる。引き続き、今後の動向に注意が必要といえる。

個別指導・適時調査は協会へ相談を
　協会では、会員からの個別指導・適時調査の個別の相談に応じている。実施
通知が届いたら、ぜひご連絡いただきたい（電話078－393－1840）。

2019年度 2018年度

医　

科

病　
　
　

院

集団指導
新規指定 1 0
指定更新 25 22
新規登録 420 370

集団的個別指導 18 25
新規個別指導 1 4

個別指導

情報提供 0 0
再指導 2 2
高点数 3 0
その他 0 0
合計 5 2

施設基準調査 118 118

診　

療　

所

集団指導
新規指定 149 120
指定更新 375 478

集団的個別指導 259 242
新規個別指導 119 95

個別指導

情報提供 4 2
再指導 11 10
高点数 17 22
その他 0 0
合計 32 34

歯　

科

集団指導
新規指定 80 55
指定更新 450 0
新規登録 30 30

集団的個別指導 237 240
新規個別指導 60 51

個別指導

情報提供 2 3
再指導 20 17
高点数 6 6
その他 0 0
合計 28 26

医療機関数 県下平均点 選定（実施）
予定件数　

病
院
（
３
区
分
）

一般病院 266 55,685 17

精神病院 31 39,882 0

臨床研修指定病院等 50 61,996 1

病院計 347 － 18

診
療
所
（
12
区
分
）

内科（人工透析有
以外（その他）） 1,259 1,194 91

内科（人工透析有
以外（在宅）） 644 1,414 36

内科（人工透析有） 98 8,367 8

精神・神経科 204 1,370 5

小児科 296 1,067 6

外科 344 1,381 20

整形外科 397 1,201 25

皮膚科 246 661 11

泌尿器科 93 1,445 2

産婦人科 162 978 10

眼科 384 886 30

耳鼻咽喉科 255 858 15

診療所計 4,382 － 259

歯　科 2,965 1,282 237

表１　2019年度指導等実施予定件数 表２　2019年度診療科別平均点数と集団
　　的個別指導選定（実施）予定件数
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－724－
神戸市立神戸アイセンター病院　診療科長 藤原　雅史先生講演

緑内障の病態とその治療

緑内障治療の基本
　緑内障はわが国の失明の一番の原
因であるだけでなく、その有病率は
40歳以上の５％、70歳以上の10％以
上とみられており、さらにはその９
割が未治療である。今後の日本の高
齢化社会において、視力視野を維持
することは、個人のQOLのみなら
ず、公衆衛生上さらに重要になって
くることは想像に難くない。
　その緑内障の治療の中心はご存知
の通り点眼薬であるが、病態、病型
によってその適用は異なり、場合に
よっては治療法が全く異なるだけで
なく、同じ点眼薬でも使用禁忌にも
なりうる。

緑内障を理解するための
四つのキーワード
　緑内障を理解するための四つのキ

ーワードは、眼圧、視神経、視野、
隅角である。
　眼圧はご存知の通り眼の硬さのこ
とであり、房水の産出と流出のバラ
ンスにより変動する。 眼圧が
21mmHgを超えると緑内障性視野異
常率が飛躍的に増加することが知ら
れているが、眼圧が正常範囲内でも
緑内障は発症し、本邦ではこの正常
眼圧緑内障の割合が多いため注意を
要する。
　視神経は、眼圧の負荷により障害
を受け、緑内障を発症すると、特徴
的な視神経乳頭陥凹を呈する。これ
は健診の眼底写真でも判定可能であ
るが、多くの健診は眼圧のみで、眼
底写真はオプション扱いである。正
常眼圧緑内障が多い本邦において
は、眼底写真も含めた健診での経過
観察をお勧めしたい。
　視神経が障害されると視野狭窄を

呈する。しかし、多くの場合は周辺
から欠けてくることや、反対の眼で
カバーされる鼻側から欠けてくるこ
と、Filling-in現象などにより、無自
覚のまま緑内障末期に至る例も少な
くない。一度失われた視野は回復不
能であるため、早期発見早期治療が
肝要である。
　隅角の形態により、緑内障は開放
隅角緑内障と閉塞隅角緑内障に分類
される。ご存知のように使用可能な
薬剤に違いがあるだけでなく、治療
方針にも違いが出てくるためこの分
類は重要である。

緑内障治療のポイント
　いずれの緑内障であっても上記キ
ーワードのうち、視神経と視野は一
度損なわれると改善不能であるた
め、現在のところ治療対象とはなら
ない。
　開放隅角緑内障の場合には、無治
療時の眼圧から20～30％下降させる
ことで、視野の維持率が飛躍的に改
善することが報告されており、これ
を目標としてまずは点眼加療を行
う。目標に到達しない場合や、して
いても視野狭窄が進行する症例で
は、点眼の変更や追加を行う。多剤
併用を行っても眼圧下降が得られな
い場合や視野狭窄が進行する場合に
は手術加療の対象となる。
　閉塞隅角緑内障の場合には、器質
的に隅角が閉じているため、薬剤の
効果は限定的であり、手術により構

造的な異常を是正することが必要と
なる。詳細は割愛するが、その主な
手段は白内障手術である。
　なお、緑内障患者のうち、禁忌薬
の処方を行ってはいけないものは、
外科的処置がされていない閉塞隅角
緑内障、緑内障ではないが閉塞隅角
や狭隅角といわれているものであ
る。詳しい病名を覚えていなくて
も、緑内障発作が起こるリスクがあ
るとの話を聞いているかどうかを尋
ねてみるのも一つの方法である。逆
に白内障手術が終わっていれば、病
型にかかわらず発作のリスクはない
ため、薬剤の制限はなく、大抵の患
者さんは覚えているため参考になる
ことが多い。

基本は早期発見早期治療
　緑内障は前述の通りその高い有病
率と、自覚症状に乏しく90％が未治
療であることを考え合わせると、ま
ずは健診等での定期検査をお勧めし
たい。また、適切な治療が行われな
ければ予後が非常に悪いものの、そ
の病態に応じた適切な加療を行えば
進行を抑制できる可能性も高い疾患
である。高度情報化社会において、
視覚情報は非常に重要であり、不可
逆的な進行を認める当疾患は早期発
見早期治療が望ましい。異常が示唆
された場合には、速やかな眼科受診
と精査が肝要である。
（３月16日、薬科部研究会より、小
見出しは編集部）

第28回日常診療経験交流会

メインテーマ「日常診療の原動力～この10年、これからの10年」

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1840まで

日　時　10月27日（日）10時～17時（分科会は10時～14時）
会　場　神戸市産業振興センター（ハーバーランド内）
テーマ　 メインテーマ、日常診療、在宅・地域医療、病診・診診連

携、医科・歯科・薬科の連携・工夫、震災関連など
発表方法　14分（発表10分、質疑４分）※スライド10枚程度
応募締切　８月16日（金）まで

分科会での話題提供のお願い分科会での話題提供のお願い

第28回日常診療経験交流会・プレ企画（薬科部共催）

日　時　８月３日（土）17時～19時
会　場　県農業会館11階大ホール
講　師　籏野梨恵子氏（栄養教諭・管理栄養士／福島県伊達市在住）
司　会　広川恵一先生（広川内科クリニック）
　　　　滝本桂子先生（薬局リベルファーマシー）
※19時30分より同会場で、みなとこうべ海上花火大会観賞会を開催

子どもの食の現場／飯舘村の食とくらし子どもの食の現場／飯舘村の食とくらし
－原発災害の中で－－原発災害の中で－
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協会グループ保険

新グループ保険

休業保障制度

所得補償保険

医師賠償
責任保険

団体割引の
自動車保険、
火災保険

医療保険、ガン保険

保険医協会保険医協会のの共済制度共済制度ドクターを支えるドクターを支える

協会の共済制度をお勧めします！　 お問合わせは共済部まで　☎ 078-393-1805


